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明
治
期
に
お
け
る
溝
口
家
の
道
具
移
動
史

宮
　
武
　
慶
　
之

論
文
要
旨

江
戸
時
代
を
通
じ
溝
口
家
は
新
潟
新
発
田
を
中
心
と
し
た
下
越
地
方
を
治
め

た
。
歴
代
藩
主
は
文
芸
や
茶
の
湯
に
親
し
ん
だ
た
め
、
多
く
の
道
具
を
所
蔵
し
た
。

そ
れ
ら
の
道
具
の
大
半
は
明
治
三
七
年
の
売
立
お
よ
び
そ
れ
以
前
の
個
人
取
引

で
流
出
し
た
。
溝
口
家
の
売
立
目
録
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
調
査
に
よ
り
松
山

喜
太
郎︵
一
八
三
六
─
一
九
一
六
︶
に
よ
る﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄
を
息
子
・
米
太
郎

︵
一
八
七
〇
─
一
九
四
二
︶
が
写
し
た
写
本
の
存
在
を
確
認
し
た
。﹃
つ
れ
づ
れ
の

友
﹄
に
は
溝
口
家
の
売
立
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
当
時
の
周
縁
を

明
ら
か
に
す
る
。

本
稿
で
は
筆
者
の
こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
美
術
品
の
移
動
と
そ
れ
に
関
係
す
る

人
物
の
関
係
、
溝
口
家
の
当
時
の
家
政
状
況
な
ど
を
明
ら
か
に
し
た
。
調
査
に
よ

り
溝
口
家
の
道
具
流
出
は
当
時
の
当
主
で
あ
っ
た
溝
口
直
正
の
意
向
と
次
女
・
久

美
子
の
輿
入
れ
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
明
治
期
の
溝
口
家
の
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
の
大
半
が
流
出
す
る
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
近
世
大
名

家
の
道
具
流
出
の
実
態
の
一
例
を
溝
口
家
に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

考
え
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド︻
溝
口
直
正
、
新
発
田
藩
、
つ
れ
づ
れ
の
友
、
高
橋
箒
庵
、
売
立
︼

は
じ
め
に

江
戸
時
代
を
通
じ
溝
口
家
は
新
潟
新
発
田
を
中
心
と
す
る
下
越
地
方
を
治
め

た
。
新
発
田
藩
は
六
万
石
の
外
様
大
名
で
、
藩
祖
は
溝
口
秀
勝︵
一
五
四
八
─

一
六
一
〇
︶
で
あ
る
。
新
発
田
に
お
け
る
領
主
は
明
治
維
新
を
迎
え
る
ま
で
溝

口
家
で
あ
っ
た
。
歴
代
藩
主
は
文
芸
や
茶
の
湯
に
親
し
ん
だ
た
め
多
く
の
道
具

を
所
蔵
し
た
。
溝
口
家
は
今
日
で
も
評
価
の
高
い
美
術
品
を
収
集
し
た
。
そ
れ

ら
の
道
具
の
大
半
は
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
の
売
立
お
よ
び
、
そ
れ
以
前

の
個
人
取
引
で
流
出
す
る
こ
と
と
な
る
。
溝
口
家
は
主
要
な
道
具
を
所
蔵
し
た

家
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
実
態
調
査
が
進
ん
で
い
な
い
。

筆
者
は
新
発
田
市
立
図
書
館
に
お
け
る
文
書
調
査
か
ら
溝
口
家
の
蔵
帳
四
件

を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
れ
ら
は﹃
御
掛
物
帳
﹄、﹃
新
発
田
御
道
具
帳
﹄、﹃
江
戸
御

道
具
帳
﹄、﹃
七
間
之
御
土
蔵
御
道
具
帳
﹄
の
以
上
の
四
件
で
あ
る
。
近
年
に
至

る
ま
で
、
こ
れ
ら
の
蔵
帳
の
存
在
は﹃
溝
口
伊
織
家
古
文
書
﹄
︵
１
︶に
紹
介
さ
れ
る

も
、
今
日
ま
で
調
査
が
な
さ
れ
る
こ
と
は
な
く
、
内
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
な
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か
っ
た
。
蔵
帳
の
存
在
か
ら
溝
口
家
の
所
蔵
し
た
道
具
の
全
貌
が
明
ら
か
と
な

る
。
筆
者
に
よ
る
こ
れ
ま
で
の
研
究
で
は
蔵
帳
に
所
載
さ
れ
る
道
具
の
追
跡
調

査
を
実
施
し
、
合
致
す
る
作
品
を
紹
介
し
て
き
た︶

2
︵

。

溝
口
家
の
所
蔵
し
た
多
く
の
道
具
は
、
明
治
期
以
降
に
財
政
上
の
理
由
か

ら
売
却
さ
れ
流
出
す
る
こ
と
と
な
る
。
道
具
売
却
の
た
め
、
溝
口
家
は
明
治

三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
に
東
京
、
両
国
に
あ
っ
た
料
亭
の
中
村
楼
に
お
い
て
売

立
を
行
っ
て
い
る
。
通
常
、
売
立
で
は
モ
ノ
ク
ロ
図
版
入
り︵
図
版
が
な
い

目
録
も
あ
る
︶
の
出
品
目
録
が
作
成
さ
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
調
査
で
は
溝
口

家
の
売
立
目
録
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い︶

3
︵

。
調
査
の
過
程
に
お
い
て
松
山
喜
太

郎︵
一
八
三
六
─
一
九
一
六
︶
に
よ
る﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄
を
息
子
・
米
太
郎

︵
一
八
七
〇
─
一
九
四
二
︶が
写
し
た
写
本
の
存
在
を
確
認
し
た
。
松
山
は
井
上

馨︵
一
八
三
六
─
一
九
一
五
︶
の
知
遇
を
得
て
、
井
上
家
の
蔵
番
を
し
た
人
物

で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
高
橋
箒
庵︵
一
八
六
一
─
一
九
三
七
︶
が﹃
大
正
名
器
鑑
﹄

編
纂
時
に
資
料
と
し
て
活
用
し
た
抄
録
本
が
慶
応
義
塾
大
学
に
所
蔵
さ
れ
て
い

る
が
、
原
本
写
本
の
存
在
は
こ
れ
ま
で
不
明
で
あ
っ
た
。﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄
に

は
溝
口
家
の
売
立
に
関
す
る
記
述
が
あ
り
、
こ
の
点
か
ら
当
時
の
周
縁
を
検
討

で
き
る
も
の
と
考
え
る
。

溝
口
家
の
所
蔵
し
た
道
具
は
個
人
取
引
に
よ
っ
て
も
流
出
し
た
。
明
治
三
〇

年︵
一
八
九
七
︶
前
後
に
溝
口
家
と
個
人
取
引
を
し
た
人
物
で
は
高
橋
箒
庵
が

お
り
、
同
家
所
蔵
品
の
伯
庵
茶
碗︽
宗
節
︾、︽
保
元
時
代
香
合
︾、
啓
書
記
筆︽
山

水
図
︾
な
ど
五
〇
数
点
を
入
手
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
具
体
的
な
作
品
や
、

ほ
か
の
個
人
取
引
お
よ
び
美
術
品
の
移
動
と
そ
れ
に
関
係
す
る
人
物
の
関
係
、

当
時
の
溝
口
家
の
家
政
状
況
な
ど
、
先
行
研
究
で
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
。本

研
究
の
調
査
に
よ
っ
て
溝
口
家
の
道
具
流
出
は
、
当
時
の
溝
口
家
当
主
で

あ
っ
た
溝
口
直
正︵
一
八
五
五
─
一
九
一
九
︶
の
意
向
と
次
女
・
久
美
子
の
輿

入
れ
も
関
係
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
明
治
期
の
溝
口
家
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
の
大
半
が
流
出
す
る
点
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
近
世
大
名
家
の

道
具
流
出
の
実
態
の
一
例
を
、
溝
口
家
に
お
い
て
み
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と

考
え
る
。

本
稿
で
は
先
ず
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
を
も
と
に
溝
口
家
歴
代
藩
主
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
概
観
を
述
べ
る
こ
と
と
す
る
。
次
に
明
治
期
に
お
け
る
溝
口
家
の
道

具
流
出
を
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
の
売
立
、
明
治
三
〇
年︵
一
九
八
七
︶
前

後
の
個
人
取
引
、
溝
口
直
正
家
の
状
況
お
よ
び
久
美
子
輿
入
れ
と
い
っ
た
観
点

か
ら
明
ら
か
に
す
る
。

一
　
溝
口
家
所
蔵
品
の
概
観

こ
れ
ま
で
の
調
査
か
ら
判
明
し
た
事
項
を
中
心
に
、
こ
こ
で
は
歴
代
藩
主
に

つ
い
て
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
観
を
述
べ
て
み
た
い
。

先
ず
藩
祖
で
あ
る
秀
勝
は
古
田
織
部︵
一
五
四
四
─
一
六
一
五
︶
か
ら
贈

ら
れ
た︽
織
部
沓
茶
碗
︾︵
個
人
蔵
、
図
１
︶
を
所
持
し
た
。
秀
勝
は
慶
長
八
年

︵
一
六
〇
三
︶
一
〇
月
五
日
昼
に
行
わ
れ
た
織
部
の
茶
会
に
客
と
し
て
招
か
れ

て
い
る︶

4
︵

。﹃
大
正
名
器
鑑
﹄
に
は
茶
碗
本
体
と
収
納
す
る
箱
の
図
版
が
所
載
さ

れ
て
い
る
。
茶
碗
を
収
納
す
る
箱
の
甲
に
は﹁
伯
州
様　

古
田
織
部
﹂
と
織
部

(30)



明治期における溝口家の道具移動史

250

に
よ
る
自
署
が
あ
る
と
さ
れ
る︶

5
︵

。
溝
口
家
の
茶
道
具
蔵
帳
で
あ
る﹃
新
発
田
御

道
具
帳
﹄
に
は﹁
織
部
沓
茶
碗　

箱
書
御
宛
名
﹂
と
あ
り
、
伯
州
と
は
秀
勝
が
伯

耆
守
と
名
乗
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
同
蔵
帳
に
は
秀
勝
が
豊
臣
秀
吉

︵
一
五
三
七
─
一
五
九
八
︶
か
ら
拝
領
し
た
釜
も
所
載
さ
れ
て
い
る︶

6
︵

。
秀
勝
は
、

秀
吉
没
後
に
所
用
の
刀
装
を
譲
り
受
け
、
そ
の
拵
は︽
朱
塗
金
蛭
巻
大
小
︾︵
東

京
国
立
博
物
館
蔵
︶と
し
て
同
家
に
伝
来
し
た
。

二
代
藩
主
の
宣
勝︵
一
五
八
二
─
一
六
二
八
︶は
新
発
田
藩
京
都
御
留
守
居
、

西
川
瀬
兵
衛
重
勝︵
生
没
年
不
詳
︶
に
依
頼
し
て
承
応
元
年︵
一
六
五
二
︶、
藤

谷
為
賢︵
一
五
九
三
─
一
六
五
三
︶
が
所
持
し
た
藤
原
定
家
墨
蹟
を
譲
請
し
て

い
る︶

7
︵

。
三
代
藩
主
の
溝
口
宣
直︵
一
六
〇
五
─
一
六
七
六
︶
は
小
堀
十
左
衛
門
政
貴

︵
一
六
三
九
─
一
七
〇
四
︶と
の
交
渉
が
あ
っ
た
。
こ
れ
は
溝
口
家
に
お
け
る
土

用
の
虫
干
し
の
際
に
宣
直
が
所
蔵
し
た
茶
杓
の
筒
と
中
身
が
入
れ
違
い
と
な

り
、
利
休
の
作
か
遠
州
の
作
か
判
別
で
き
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
十
左
衛
門
に
み

せ
た
と
こ
ろ
、
父
の
宗
甫︵
遠
州
︶
作
で
あ
る
と
見
分
け
た
こ
と
に
宣
直
が
感

心
し
た
と
い
う︶

8
︵

。
宣
直
と
茶
の
湯
の
関
係
を
考
え
る
と
き
、
宣
直
は
片
桐
石
州

︵
一
六
〇
五
─
一
六
七
三
︶の
茶
会
に
招
か
れ
た
記
録
が
あ
る
。
こ
れ
は
萬
治
三

年︵
一
六
六
〇
︶
二
月
二
七
日
、
晩
で
溝
口
出
雲
守
、
修
理︵
宣
就
︶
の
父
子
が

招
か
れ
て
い
る
。

溝
口
家
の
茶
の
湯
に
お
い
て
特
に
著
名
な
の
は
四
代
藩
主
の
重
雄

︵
一
六
三
三
─
一
七
〇
八
︶
で
あ
る
。
重
雄
は
怡
渓
宗
悦
︵
一
六
四
四
─

一
七
一
四
︶
に
茶
を
学
び
、
石
州
流
の
茶
を
学
ん
だ
。
重
雄
の
茶
の
湯
で
は
陸

奥
仙
台
藩
四
代
藩
主
の
伊
達
綱
村︵
一
六
五
九
─
一
七
一
九
︶と
交
流
が
あ
り
、

溝
口
重
雄
、
重
元
親
子
は
元
禄
十
一
年︵
一
六
九
八
︶四
月
晦
日
に
、
伊
達
家
江

戸
邸
に
お
い
て
行
わ
れ
た
綱
村
の
茶
会
に
招
か
れ
て
い
る︶

9
︵

。
重
雄
は
将
軍
家
の

御
庭
方
の
縣
宗
知︵
一
六
五
六
─
一
七
二
一
︶
と
も
交
流
し
た
。
宗
知
は
重
雄

と
の
交
流
か
ら
新
発
田
に
お
け
る
清
水
園
や
五
十
公
野
御
茶
屋
の
造
営
に
も
関

与
し
た
。
そ
の
た
め
宗
知
は
新
発
田
を
訪
れ
て
い
る
。
宗
知
と
の
交
流
で
特
筆

す
べ
き
は
、
宗
知
が
小
堀
家
か
ら
借
金
の
質
に
預
か
っ
た
小
堀
家
伝
来
の
道
具

五
種
を
、
小
堀
家
の
借
金
返
済
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
重
雄
に
譲
渡
し
た
こ

と
で
あ
る
。
重
雄
に
譲
渡
さ
れ
た
五
種
の
道
具
と
は
古
瀬
戸
茶
入︽
溝
口
胴
高
︾

︵
個
人
蔵
、
図
２
︶、
瀬
戸
茶
入︽
蛍
︾︵
畠
山
記
念
館
蔵
︶、
瀬
戸
茶
入︽
大
概
︾︵
個

人
蔵
、
図
３
︶、︽
閑
極
法
雲
・
東
澗
道
洵
両
筆
墨
蹟
︾︵
個
人
蔵
、
図
４
︶、︽
青

磁
四
方
香
炉
︾
で
あ
る
。
五
種
の
道
具
を
入
手
し
た
こ
と
に
よ
り
溝
口
家
は
遠

州
所
持
の
名
物
道
具
が
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
加
わ
る
こ
と
と
な
る
。
な
お
現
在
、

宗
知
に
よ
る
譲
状︵
図
５
︶は︽
溝
口
胴
高
︾に
付
属
す
る︶

10
︵

。

八
代
藩
主
の
直
養︵
一
七
三
六
─
一
七
九
七
︶
は
文
芸
を
好
み
、
俳
諧
を
よ

く
し
た
。
小
林
忠
氏
の﹃
江
戸
の
絵
画
﹄に
よ
れ
ば
北
尾
政
一
に
よ
る︽
芸
妓
図
︾

は
直
養
の
惚
れ
込
ん
だ
芸
妓
で
あ
っ
た
が
、
姿
を
忘
れ
ぬ
よ
う
讃
文
を
書
き
、

手
元
に
置
い
た
と
さ
れ
る︶

11
︵

。
た
だ
、
掛
物
の
蔵
帳
で
あ
る﹃
御
掛
物
帳
﹄で
の
所

載
は
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
が
、
同
家
が
所
蔵
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

十
代
藩
主
の
直
諒︵
一
七
九
九
─
一
八
五
八
︶
は
茶
の
湯
を
嗜
み
、
新
発
田

藩
茶
道
の
阿
部
休
巴︵
一
七
八
五
─
一
八
五
三
︶
か
ら
皆
伝
を
受
け
た
茶
人
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で
あ
っ
た
。
直
諒
は
隠
居
後
、
江
戸
木
挽
町
の
幽
清
館
に
お
い
て
過
ご
し
た
。

そ
こ
で
は
小
堀
宗
中︵
一
七
八
六
─
一
八
六
七
︶、
芳
村
観
阿︵
一
七
六
五
─

一
八
四
八
︶、
古
筆
了
伴︵
一
七
九
〇
─
一
八
五
三
︶
ら
と
茶
の
湯
を
通
じ
た
交

流
が
あ
っ
た︶

12
︵

。
そ
の
た
め
多
く
の
書
画
や
茶
道
具
を
収
集
し
た
。
そ
の
う
ち
主

要
な
も
の
で
は
大
燈
国
師
墨
蹟︽
日
山
之
賦
︾︵
個
人
蔵
、
図
６
︶
が
あ
る
。
本

墨
蹟
は
田
山
方
南
に
よ
る﹃
禅
林
墨
蹟
﹄
に
お
い
て
紹
介
さ
れ
る
が
添
状
の
存

在
に
つ
い
て
は
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
筆
者
の
調
査
に
よ
り
墨
蹟
に

付
属
す
る
添
状
一
〇
件
を
明
ら
か
に
し
、
そ
の
う
ち
溝
口
直
諒
入
日
記
か
ら
同

人
愛
蔵
の
一
軸
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た︶

13
︵

。
こ
の
ほ
か
溝
口
家
が
所
蔵
し
た
茶

入
で
は︽
徳
永
肩
衝
︾︵
図
７
︶
が
あ
る
。
こ
の
茶
入
は
後
述
す
る
よ
う
に
明
治

三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
に
お
け
る
売
立
ま
で
溝
口
家
が
所
持
し
た
。
茶
入
の
銘

の
由
来
と
な
っ
た
徳
永
と
は
、
美
濃
高
須
藩
初
代
藩
主
、
徳
永
寿
昌︵
一
五
四
九

─
一
六
一
二
︶
が
所
持
し
た
こ
と
に
因
む
と
さ
れ
る
。
寿
昌
の
子
で
あ
る
昌
重

︵
一
五
八
一
─
一
六
四
二
︶と
、
そ
の
子
で
あ
る
昌
勝︵
一
六
〇
五
─
一
六
五
四
︶

は
寛
永
五
年︵
一
六
二
八
︶
に
所
領
で
あ
っ
た
五
万
三
千
七
百
石
を
収
公
さ
れ

て
お
り
、
昌
勝
は
新
発
田
の
溝
口
宣
勝
の
も
と
に
預
け
ら
れ
蟄
居
し
た
。
そ
の

後
、
慶
安
元
年︵
一
六
四
八
︶に
昌
勝
は
許
さ
れ
、
二
千
俵
を
与
え
ら
れ
寄
合
に

列
す
る
。
昌
勝
の
正
室
は
溝
口
宣
勝
の
娘
で
あ
り
、
そ
の
縁
故
も
あ
っ
て
溝
口

家
が
入
手
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

以
上
が
溝
口
家
歴
代
当
主
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
観
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
に

溝
口
家
旧
蔵
の
作
品
は
伝
雪
舟
筆︽
四
季
山
水
図
巻
︾︵
京
都
国
立
博
物
館
蔵
、

重
要
文
化
財
、
図
８
︶、︽
長
生
殿
蒔
絵
手
箱
︾︵
大
倉
集
古
館
蔵
、
重
要
文
化
財
、

図
９
︶、蘭
渓
道
隆
墨
蹟︽
法
相
︾︵
個
人
蔵
、図
10
︶、小
堀
遠
州
作
共
筒
茶
杓︽
式

部
卿
様
ま
い
る
︾︵
北
村
美
術
館
蔵
︶
な
ど
が
あ
り
、
今
日
で
も
美
術
品
と
し
て

の
評
価
の
高
い
作
品
が
含
ま
れ
て
い
る︶

14
︵

。

二
　
溝
口
家
の
道
具
移
動

こ
こ
で
は
先
ず
、
新
発
田
藩
の
藩
主
と
将
軍
家
に
お
け
る
献
上
と
下
賜
に
つ

い
て
み
て
み
た
い
。
と
い
う
の
も
江
戸
時
代
に
は
将
軍
家
に
対
し
、
刀
剣
や
茶

道
具
は
献
上
の
対
象
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
は
致
仕
、
家
督
相
続
、
遺
物
の
献
上

等
に
よ
っ
て
移
動
が
み
ら
れ
、
一
部
に
は
返
献
も
あ
る
。
そ
こ
で
溝
口
家
歴
代

藩
主
の
記
録
と﹃
徳
川
実
紀
﹄か
ら
下
賜
と
献
上
に
つ
い
て
み
た
も
の
が︻
表
１
︼

と
な
る
。
表
か
ら
藩
祖
秀
勝
が
豊
臣
秀
吉
か
ら
陣
羽
織
や
遺
物
と
し
て
来
国
光

の
刀
が
下
賜
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
先
述
の
通
り
釜
や
刀
装
な
ど
も
下

賜
さ
れ
て
お
り
、
溝
口
家
に
お
い
て
重
宝
と
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

将
軍
家
へ
の
献
上
で
は
新
発
田
藩
藩
主
の
家
督
相
続
、
隠
居
、
致
仕
の
際
に

お
い
て
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
刀
剣
、
馬
、
巻
物
、
時
服
な
ど
で
あ
る
。
一

部
に
は
御
台
所
、
簾
中
御
方
に
和
歌
集
を
献
上
し
て
い
る
例
が
あ
る
。
こ
れ
は

寛
永
三
年︵
一
六
二
六
︶七
月
二
八
日
、
四
代
重
雄
が
致
仕
す
る
際
、
将
軍
家
に

城
州
兼
永
の
刀
、
御
台
所
に
冷
泉
大
納
言
爲
尹
卿
筆
の
古
今
和
歌
集
、
大
納
言

殿
に
備
前
重
眞
の
刀
、
簾
中
御
方
に
冷
泉
大
納
言
持
爲
卿
筆
の
後
撰
和
歌
集
を

献
上
し
た
。
こ
の
献
上
以
外
は
す
べ
て
刀
剣
、
馬
、
時
服
な
ど
に
よ
る
。
溝
口
家

が
歴
代
を
通
じ
て
将
軍
家
へ
献
上
し
た
作
品
に
は
茶
道
具
や
そ
の
ほ
か
の
美
術

(32)
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品
の
献
上
は
記
録
上
み
ら
れ
な
い
。
す
な
わ
ち
溝
口
家
が
江
戸
時
代
を
通
じ
て

収
集
し
た
道
具
は
同
家
で
所
蔵
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
な
る
。
こ
の
ほ
か
他
の
大

名
へ
の
譲
渡
、
家
臣
な
ど
へ
の
下
賜
が
想
像
さ
れ
る
が
、
主
要
な
道
具
類
は
、

そ
の
ま
ま
明
治
期
ま
で
溝
口
家
が
所
蔵
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
溝
口
家
の
道
具

の
大
半
が
流
出
す
る
の
は
明
治
期
以
降
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
明
治
期
に
お
け
る

溝
口
家
の
売
立
と
、
個
人
取
引
が
判
明
し
た
高
橋
箒
庵
、
原
三
渓
の
道
具
購
入
、

お
よ
び
溝
口
直
正
家
の
周
辺
に
つ
い
て
論
じ
る
こ
と
と
す
る
。

ⅰ
︶溝
口
家
の
売
立

溝
口
家
の
売
立
に
つ
い
て
は﹃
近
世
道
具
移
動
史
﹄
の﹁
溝
口
伯
家
蔵
品
﹂
に

以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る︶

15
︵

。

明
治
三
十
七
年
六
七
月
頃
か
と
覚
ゆ
、
溝
口
伯
家
に
て
は
江
東
中
村
楼
に

於
て
其
蔵
器
を
入
札
売
却
に
附
せ
ら
れ
た
、
今
度
の
入
札
会
に
出
た
中
興

名
物
瀬
戸
蛍
茶
入
、
同
胴
高
茶
入
、
時
代
扇
面
散
ら
し
蒔
絵
手
箱
は
何
れ

も
抜
群
の
逸
品
で
あ
っ
た
。
而
し
て
彼
の
時
代
蒔
絵
扇
面
模
様
手
箱
は
溝

口
家
の
親
戚
た
る
大
倉
喜
八
郎
男
が
買
収
し
て
大
倉
集
古
館
に
納
め
た

が
、
大
正
一
二
年
の
大
震
災
に
も
幸
に
類
焼
の
難
を
免
れ
て
、
今
尚
ほ
再

築
の
同
館
に
現
存
し
て
居
る
の
は
誠
に
目
出
度
き
次
第
で
あ
る
。

記
述
で
は
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
に
東
京
両
国
の
中
村
楼
に
お
い
て
売

立
を
行
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
売
立
に
際
し
て
作
成

さ
れ
る
売
立
目
録
の
存
在
は
確
認
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
売
立
の
状
況

に
つ
い
て
判
明
し
て
い
る
三
件
の
作
品
に
つ
い
て
み
て
み
た
い
。

溝
口
家
の
売
立
に
お
い
て
出
品
さ
れ
た
作
品
で
は︽
蛍
茶
入
︾、︽
胴
高
茶

入
︾、︽
時
代
扇
面
散
ら
し
蒔
絵
手
箱
︾
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
瀬
戸
茶
入
銘︽
蛍
︾

︵
畠
山
記
念
館
蔵
︶、
古
瀬
戸
茶
入
銘︽
溝
口
胴
高
︾︵
個
人
蔵
、
図
２
︶、︽
時
代

扇
面
散
ら
し
蒔
絵
手
箱
︾
は
現
在
、
大
倉
集
古
館
に
所
蔵
さ
れ
る︽
長
生
殿
蒔

絵
手
箱
︾︵
図
９
︶
で
あ
る︶

16
︵

。
以
上
三
件
は
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
の
同
家

売
立
に
出
品
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
溝
口
家
の
売
立
に
お
い
て
売
立
目
録

の
存
在
を
考
え
る
に
あ
た
り
都
守
淳
夫
の﹃
売
立
目
録
の
書
誌
と
全
国
所
在
﹄

︵
二
〇
〇
一
︶に
よ
る
と
、
そ
れ
に
は
所
載
は
な
い
。
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶

当
時
の
売
立
で
は
益
田
克
徳
家
の
売
立
が
あ
る
が
、
目
録
が
モ
ノ
ク
ロ
図
版
入

で
は
な
く
、
出
品
作
品
を
文
字
だ
け
で
記
述
し
た
も
の
で
あ
っ
た︶

17
︵

。
溝
口
家
に

お
け
る
売
立
目
録
も
こ
の
よ
う
な
文
字
だ
け
の
目
録
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ

れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶の
溝
口
家
の
売
立
に
お
い

て
他
の
出
品
作
品
に
つ
い
て
は
全
貌
が
明
ら
か
で
は
な
い
。

売
立
目
録
の
調
査
に
つ
い
て
、
現
在
、
出
光
文
化
福
祉
財
団
の
研
究
助
成
を

受
け
、
目
録
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
調
査
の
過
程
で﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄︵
写

本
、
個
人
蔵
︶
の
存
在
を
確
認
し
た
。
本
書
は
松
山
喜
太
郎︵
号
は
青
柯
、
吟
松

庵
︶
の
手
記﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄
を
息
子
で
あ
る
米
太
郎︵
二
代
目
吟
松
庵
︶
が

書
写
し
た
写
本
で
あ
る
。
同
書
に
は
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
の
溝
口
家
に

売
立
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
る
。
そ
こ
で
先
ず
本
書
の
周
辺
に
つ
い
て
触
れ
て

お
く
こ
と
と
す
る
。﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄
に
つ
い
て
高
橋
箒
庵
は﹃
萬
象
録
﹄
第

七
巻
、
大
正
八
年︵
一
九
一
九
︶
二
月
八
日
条
に
お
い
て
以
下
の
よ
う
に
記
述

し
て
い
る
。

(33)



247

人文13号（2014）

［
松
山
青
柯
つ
れ
づ
れ
の
友
］

加
賀
の
人
故
青
柯
老
、
遺
子
米
太
郎
の
所
蔵
茶
書
一
覧
を
請
ひ
置
き
昨
日

高
橋
梅
園
を
遺
は
せ
し
に
、
青
柯
自
筆
つ
れ
づ
れ
の
友
と
題
す
る
記
録
十

冊
及
び
雪
間
草
を
借
り
来
れ
り
。
つ
れ
づ
れ
の
友
は
青
柯
が
加
賀
、
東
京
、

大
阪
等
に
て
茶
会
に
招
か
れ
た
る
其
述
記
と
、
諸
名
家
に
て
一
覧
し
た
る

道
具
又
は
各
地
入
札
会
に
出
で
た
る
高
値
付
等
の
記
録
に
し
て
、
其
綿
密

驚
く
に
堪
え
た
り
。
加
賀
と
東
京
の
売
買
さ
れ
た
る
道
具
の
出
所
、
価
格

等
を
明
細
に
書
付
た
る
に
依
り
、
大
い
に
参
考
と
為
る
べ
き
者
あ
り
。
一

覧
の
際
、
必
要
と
な
る
者
の
上
に
朱
圏
を
施
し
、
名
器
鑑
編
輯
所
に
て
書

写
せ
し
む
る
事
と
為
せ
り
。

筆
者
の
松
山
喜
太
郎
に
つ
い
て
、
中
村
作
次
郎
の﹃
好
古
堂
一
家
言
﹄
に
よ

れ
ば
、
松
山
は
金
沢
の
人
で
上
京
し
て
後
に
井
上
馨︵
一
八
三
六
─
一
九
一
五
︶

の
知
遇
を
得
て
、
井
上
家
の
蔵
番
と
な
っ
た
人
物
で
あ
る
。
ま
た
道
具
商
で
も

あ
っ
た
。﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄と
は
喜
太
郎
が
諸
家
で
の
拝
見
録
や
加
賀
前
田
家

売
立
や
井
上
世
外
家
、
鴻
池
家
の
道
具
帳
な
ど
の
記
録
を
手
記
と
し
て
ま
と
め

た
も
の
で
あ
る
。
な
お
中
村
に
よ
れ
ば﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄
は
息
子
・
米
太
郎

に
よ
り
出
版
の
計
画
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
今
日
そ
の
存
在
が
確
認
で
き

て
い
な
い︶

18
︵

。
松
山
が
所
持
し
た
道
具
を﹃
大
正
名
器
鑑
﹄
に
お
い
て
み
て
み
る

と
、井
戸
茶
碗︽
古
今
︾、唐
物
茶
入︽
唐
大
海
︾、唐
津
片
口
茶
碗︽
離
駒
︾︵
現
在
、

個
人
蔵
︶が
あ
る︶

19
︵

。

高
橋
自
身
も﹃
大
正
名
器
鑑
﹄
編
纂
時
に
必
要
部
分
を
書
き
写
し
て
活
用
し

た
。﹃
大
正
名
器
鑑
﹄
中
に
あ
る﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄
は
そ
の
抄
録
本
を
さ
す︶

20
︵

。

現
在
、
抄
録
本
は
慶
応
義
塾
大
学
の
高
橋
箒
庵
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
が
、
原
本

ま
た
は
そ
の
写
本
と
な
る
文
書
の
存
在
は
こ
れ
ま
で
確
認
さ
れ
ず
に
い
た
。
今

回
の
調
査
か
ら
写
本
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
現
存
が
確
認
さ
れ
た
の
は

﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄の
写
本
一
五
冊
で
あ
る
。
内
訳
は
喜
太
郎
に
よ
る
見
聞
録
九

巻
、
井
上
蔵
帳
二
巻
、
茶
会
記
二
巻
、
そ
れ
と
索
引
二
巻
で
あ
る
。
本
文
中
、
朱

書
き
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
息
子
・
米
太
郎
に
よ
る
書
き
込
み
で
あ
る
。
本
書
に

は
嘉
永
七
年︵
一
八
五
四
︶
か
ら
明
治
四
三
年︵
一
九
一
〇
︶
ま
で
の
記
録
が
存

在
し
、
当
時
の
道
具
移
動
史
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
重
要
な
資
料
で
あ
る
と
考

え
る︶

21
︵

。﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄
に
は
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
に
行
わ
れ
た
溝
口

伯
爵
家
の
売
立
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
、
箒
庵
に
よ
る﹃
近
世
道
具
移
動
史
﹄

以
外
の
文
献
記
録
と
し
て
存
在
す
る
こ
と
は
貴
重
で
あ
る
。﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄

︵
図
10
︶に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

明
治
三
十
七
年
四
月
十
一
日　

溝
口
家
入
札

 

札
元　

梅
沢　

池
田

赤
星一

名
物 

胴
高
茶
入 

千
四
百
十
八
円 

鈴
安

馬
越一

同 

蛍 

千
三
百
五
十
八
円 

山
澄

赤
星一

同 

大
瀬
戸
徳
永
ワ
レ  

 

千
五
百
三
十
円 

池
田

赤
星
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一 

両
筆
墨
蹟 

千
八
百
十
円 

鈴
安

一
雪
舟 

龍
虎
屏
風　

一
双 

千
円 

小
山

一
同 

中
三
聖
三
幅
対 

六
百
五
十
円

益
田一

探
幽 
禅
月
模
羅
漢
三
幅
対 

六
百
円

一
宗
甫
所
持
江
月
三
不
点
茶
箱 

四
百
円

 

刷
毛
目
茶
碗
入　

ケ
ン
ド
ン
蓋

 

見
込
ぬ
け
ず
底
あ
り

一
守
景 

紅
白
牡
丹
双
幅 

二
百
十
七
円 

池
田

一
祥
瑞 

在
名
蜜
柑
上
り
あ
し 
三
百
十
円 

中
村

馬
越一

相
阿
弥
筆　

君
臺
観 

百
二
十
八
円
九
十
銭 

山
澄

井
上一

瓢　

炭
斗　

石
州
書
付 

三
十
三
円
三
十
三
銭

一
交
趾
黄
鹿
香
合　
蓋
に
疵

黄
立
ち
上
り
よ
し

一
青
磁
柿
香
合　

胴
合　

下
手
疵
有
り

一
古
法
眼
三
幅
対　
中
琴
高

左
右
蓮
鷺 

千
三
百
円

一
青
磁
四
方
香
炉　
雲
鶴
紋
二
重
蓋
有
り

書
付
利
休
の
由

一
鎌
倉
時
代 

扇
蒔
絵
手
箱 

以
上
凡
三
萬
円
余

 

︵﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄巻
十
︶

記
載
順
は
、
喜
太
郎
の
手
記
で
あ
る
性
格
上
、
関
心
の
あ
っ
た
作
品
の
み
を

記
述
す
る
。
興
味
深
い
の
は
落
札
し
た
道
具
商
お
よ
び
判
明
し
う
る
所
有
者
が

書
か
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
下
部
に
は
落
札
し
た
道
具
商
、
上
部
脇
に
は
落
札

者
の
名
が
記
さ
れ
る
。

先
述
の﹃
近
世
道
具
移
動
史
﹄
に
お
け
る
高
橋
の
記
述
に
よ
れ
ば
、
溝
口
家

の
売
立
は
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
五
月
か
ら
六
月
ご
ろ
ま
た
は
四
月
と
さ

れ
て
い
た
が
、
松
山
の
記
述
か
ら
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
四
月
一
一
日
に

開
催
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
次
に
札
元
に
は
梅
沢
、
池
田
の
二
名
の
名
前

が
あ
る
。
梅
澤
と
は
梅
澤
安
蔵︵
一
八
五
四
─
一
九
三
三
。
号
は
鶴
叟
、
渋
柿

庵
︶
の
こ
と
で
あ
る
。
梅
澤
は
鈴
木
屋
の
屋
号
で
鈴
安
と
呼
ば
れ
、
山
澄
力
蔵
、

伊
丹
新
太
郎
と
と
も
に
東
都
を
代
表
す
る
道
具
商
で
あ
っ
た︶

22
︵

。

池
田
と
は
池
田
慶
次
郎︵
生
没
年
不
詳
︶の
こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
池
田
慶
次

郎
と
箒
庵
の
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。﹃
萬
象
録
﹄に
は
池
田
の
名
前

が
度
々
登
場
す
る
。
齋
藤
康
彦
氏
に
よ
れ
ば
同
書
中
に
一
七
二
回
登
場
し
、
茶

会
等
に
は
全
く
登
場
し
な
い
が
、
道
具
商
の
首
位
で
あ
る
と
し
て
い
る︶

23
︵

。
同
書

の
記
述
か
ら
池
田
は
高
橋
家
出
入
り
の
道
具
商
で
あ
り
、
道
具
の
鑑
定
、
あ
っ

旋
な
ど
の
状
況
が
判
明
す
る︶

24
︵

。
そ
こ
で﹃
美
術
商
の
百
年
﹄
に
所
載
さ
れ
る
売

立
記
録
か
ら
池
田
が
札
元
と
な
っ
た
会
を
み
て
み
る
と
大
正
七
年︵
一
九
一
八
︶

か
ら
大
正
一
〇
年︵
一
九
二
一
︶
に
集
中
し
て
お
り
、
そ
の
こ
ろ
が
池
田
の
道

具
商
と
し
て
活
動
し
た
最
盛
期
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る︶

25
︵

。
池
田
は
後
述
す
る
高

橋
箒
庵
の
所
蔵
品
売
立
で
あ
る
六
回
の
売
立
の
う
ち
、
高
橋
家
御
蔵
品
入
札

︵
大
正
七
年
︶、
水
戸
徳
川
家
音
羽
護
国
寺
並
ニ
某
家
御
蔵
品
入
札︵
大
正
十
年
︶

(35)
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の
二
回
に
お
い
て
札
元
と
な
っ
て
い
る
。

池
田
と
溝
口
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
の
溝
口

家
の
売
立
以
後
、
池
田
は
同
家
所
蔵
品
を
箒
庵
に
持
ち
込
ん
で
い
る
点
が
挙
げ

ら
れ
る
。﹃
萬
像
録
﹄
に
は
大
正
四
年︵
一
九
一
五
︶
一
月
三
一
日
に
溝
口
伯
爵

家
の
所
蔵
品
で
あ
る
一
尾
伊
織
茶
杓
銘︽
山
姥
︾
を
箒
庵
が
三
五
円
で
買
い
取

る
条
や
、
同
年
二
月
七
日
に
は
溝
口
伯
爵
家
所
蔵
の
裂
類
、
印
籠
、
煙
草
入
な

ど
約
三
〇
点
を
持
参
し
て
箒
庵
に
み
せ
て
い
る
条
が
あ
る︶

26
︵

。
こ
の
こ
と
か
ら
池

田
は
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
の
売
立
以
後
も
溝
口
伯
爵
家
に
出
入
し
、
同

家
所
蔵
品
の
売
却
に
関
与
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶

の
溝
口
家
売
立
に
際
し
て
も
う
一
人
の
札
元
で
あ
る
梅
澤
は
当
時
、
東
都
に
お

け
る
道
具
商
の
実
力
者
で
あ
っ
た
。
こ
の
売
立
の
札
元
と
し
て
参
加
さ
せ
た
の

も
、
池
田
だ
け
で
は
な
く
、
梅
澤
を
札
元
に
据
え
る
こ
と
で
、
客
層
を
拡
大
さ

せ
、
売
上
の
増
収
を
図
っ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
高
橋
箒
庵
が﹃
近
世

道
具
移
動
史
﹄に
お
い
て
述
べ
る
よ
う
に
、

然
る
に
溝
口
家
は
道
具
売
却
の
巡
り
合
わ
せ
が
悪
く
、
不
思
議
に
景
気
の

悪
い
時
に
売
却
せ
ら
る
ゝ
や
う
に
為
つ
て
居
る
が
、
今
回
も
遼
陽
戦
を
前

に
し
て
国
内
の
人
心
競
々
た
る
折
柄
で
あ
つ
た
か
ら
、
斯
る
名
品
が
入
札

市
場
に
現
れ
た
る
に
も
拘
ら
ず
、
好
事
家
の
顔
が
殆
ど
場
中
に
見
え
な
い

と
云
う
有
様
で
あ
っ
た

と
あ
っ
て
、
溝
口
家
の
道
具
売
却
時
期
は
日
本
が
戦
時
中
と
い
う
事
も
あ
り
、

時
局
の
買
い
控
え
を
す
る
景
気
感
と
重
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
明

治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
の
売
立
で
は
落
札
価
格
も
芳
し
く
な
か
っ
た
状
況
が

想
像
さ
れ
る
。

出
品
さ
れ
た
作
品
を
み
て
み
る
と︽
蛍
︾、︽
胴
高
︾︵
す
な
わ
ち
溝
口
胴
高
、

図
２
︶、︽
両
筆
墨
蹟
︾︵
す
な
わ
ち
閑
極
法
雲
・
東
澗
道
順
両
筆
墨
蹟
、
図
４
︶、

︽
青
磁
四
方
香
炉
︾
に
つ
い
て
は
小
堀
家
か
ら
宗
知
を
経
て
溝
口
家
が
入
手
し

た︽
大
概
︾︵
図
３
︶
を
除
く
、
同
家
の
主
要
な
茶
道
具
で
あ
っ
た
四
種
が
こ
の

売
立
に
お
い
て
流
出
し
て
い
る
こ
と
が
判
明
す
る
。
こ
の
ほ
か
で
は
、
二
代
藩

主
宣
勝
の
娘
婿
で
あ
っ
た
徳
永
昌
勝
が
所
蔵
し
た︽
大
瀬
戸
徳
永
︾︵
す
な
わ
ち

徳
永
肩
衝
、
図
７
︶や
、︽
鎌
倉
時
代
扇
蒔
絵
手
箱
︾︵
す
な
わ
ち
長
生
殿
蒔
絵
手

箱
、
図
９
︶も
流
出
し
て
い
る︶

27
︵

。

﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄
に
所
載
さ
れ
る
一
七
件
の
旧
蔵
品
の
落
札
価
格
の
総
額

は
一
万
七
五
五
円
二
三
銭
で
あ
る
。
ほ
か
の
出
品
作
品
中
、
松
山
の
記
録
に
留

ま
っ
て
い
な
い
点
か
ら
み
る
と
、
作
品
と
し
て
も
価
格
的
に
も
同
書
に
主
要
な

も
の
が
列
記
さ
れ
た
と
み
て
差
し
支
え
な
い
。
総
額
が
三
万
円
程
度
で
あ
る
こ

と
か
ら
残
り
約
二
万
円
分
の
道
具
が
出
品
さ
れ
、
そ
の
金
額
も
千
円
を
は
る
か

に
下
回
る
金
額
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、
多
数
の
道
具
が
流
出
し
た
こ
と

と
な
る
。
以
上
か
ら﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄
に
よ
り
溝
口
家
売
立
お
よ
び
道
具
流

出
の
状
況
が
判
明
し
た
。

ⅱ
︶個
人
取
引
に
よ
る
道
具
移
動

①
高
橋
箒
庵
の
場
合

﹃
近
世
道
具
移
動
史
﹄に
は
溝
口
家
の
道
具
流
出
に
つ
い
て
、
個
人
取
引
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
同
書
で
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。
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溝
口
家
は
越
後
新
発
田
藩
主
で
、
文
政
頃
号
を
翠
濤
と
云
は
れ
た
好
事
の

主
人
あ
り
、
彼
の
観
阿
白
酔
庵
を
寵
遇
し
茶
事
に
執
心
に
し
て
盛
ん
に
名

器
を
買
収
せ
ら
れ
た
の
で
、
各
般
の
什
器
が
潤
沢
で
あ
っ
た
が
明
治
三
十

年
前
後
よ
り
個
人
取
引
で
他
に
譲
ら
れ
た
点
数
も
少
か
ら
ず
、
三
十
五
年

頃
余
も
亦
同
家
の
道
具
五
十
余
点
を
一
手
に
譲
り
受
け
た
事
あ
り
、
其
中

に
は
伯
庵
茶
碗
、
保
元
時
代
扇
面
杜
若
模
様
香
合
、
啓
書
記
筆
李
白
観
瀑

等
の
名
品
を
含
蓄
し
て
居
た
、
併
し
同
家
の
蔵
器
は
中
々
多
数
で
、
右
の

如
く
度
々
個
人
売
却
を
行
は
れ
た
後
に
も
尚
夥
し
き
名
器
あ
り

記
述
か
ら
、
新
発
田
藩
十
代
藩
主
、
直
諒︵
号
、
翠
濤
︶
が
収
集
し
た
道
具
な

ど
は
溝
口
家
に
存
在
し
た
。
こ
れ
ら
の
道
具
は
明
治
三
〇
年︵
一
八
九
七
︶
前

後
か
ら
個
人
取
引
に
よ
り
売
却
さ
れ
た
。
特
に
明
治
三
五
年︵
一
九
〇
二
︶
に

は
筆
者
の
高
橋
箒
庵
自
身
も
書
画
お
よ
び
茶
器
等
五
〇
数
点
を
購
入
し
た
よ
う

で
あ
る
。
そ
の
中
に
は︽
伯
庵
茶
碗
︾す
な
わ
ち
伯
庵
茶
碗
銘︽
宗
節
︾︵
泉
屋
博

古
館
分
館
蔵
︶、︽
保
元
時
代
扇
面
杜
若
模
様
香
合
︾
す
な
わ
ち︽
扇
面
蒔
絵
香

合
︾︵
根
津
美
術
館
蔵
︶︶

28
︵

、
啓
書
記
筆︽
李
白
観
瀑
︾
な
ど
が
あ
っ
た
。
箒
庵
に
よ

る﹃
大
正
名
器
鑑
﹄
に
所
載
さ
れ
る
丹
波
焼
茶
入
銘︽
紅
葉
︾
も
こ
の
と
き
の
譲

渡
品
の
一
つ
で
あ
る︶

29
︵

。

後
年
、
箒
庵
は
自
身
の
所
蔵
品
の
売
立
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
売
立
は
東
都

寸
松
庵
主
所
蔵
品
の
入
札︵
明
治
四
五
年
︶、
高
橋
家
御
蔵
品
入
札︵
大
正
七

年
︶、
徳
川
侯
爵
家
蔵
品
伽
藍
洞
蔵
品
入
札︵
大
正
一
五
年
︶、
一
木
庵
高
橋
家

蔵
品
入
札︵
昭
和
五
年
︶の
四
回
が
あ
る
。

と
こ
ろ
で
水
戸
徳
川
家
お
よ
び
某
家
と
の
合
同
売
立
で
あ
る
水
戸
徳
川
家

音
羽
護
国
寺
並
ニ
某
家
御
蔵
品
入
札︵
大
正
十
年
︶
が
あ
る
。
こ
の
売
立
に
お

け
る
某
家
と
は
高
橋
箒
庵
家
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
現
在
、
東
京
美
術
倶
楽
部

に
は
原
三
渓
の
書
簡︵
原
富
太
郎
筆
、
梅
沢
安
蔵
宛
︶が
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
売
立
が
水
戸
徳
川
家
と
高
橋
箒
庵
家
に
よ
る
売
立
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
ほ
か
箒
庵
の
売
立
で
は
、
内
田
家
と
某
家
の
売
立
で
あ
る
内
田

家
某
家
所
蔵
品
入
札︵
昭
和
七
年
︶
が
あ
る
。
某
家
と
は
平
戸
藩
主
松
浦
家
と

高
橋
箒
庵
家
の
二
家
を
さ
す
。
よ
っ
て
以
上
六
回
の
売
立
が
箒
庵
の
売
立
と
な

る︶
30
︵

。
こ
の
う
ち
徳
川
侯
爵
家
蔵
品
伽
藍
洞
蔵
品
入
札
に
は
溝
口
家
旧
蔵
品
と
紹

介
さ
れ
る
も
の
や
蔵
帳
等
と
合
致
す
る
作
品
は
み
あ
た
ら
な
い
。
徳
川
侯
爵
家

蔵
品
伽
藍
洞
蔵
品
の
入
札
以
外
の
売
立
目
録
を
み
る
と
、
溝
口
家
の
旧
蔵
品
は

作
品
五
六
件
が
該
当
す
る︻
表
２
︼︶

31
︵

。
こ
れ
ら
は
箒
庵
が﹃
大
正
名
器
鑑
﹄
で
述

べ
る
溝
口
家
か
ら
直
接
取
引
に
よ
り
入
手
し
た﹁
道
具
五
十
余
点
﹂
の
道
具
で

あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

②
原
三
渓

伝
雪
舟
筆︽
四
季
山
水
図
巻
︾︵
京
都
国
立
博
物
館
蔵
、
図
８
︶
は
原
三
渓

︵
一
八
六
八
─
一
九
三
九
︶
の
愛
蔵
品
で
あ
っ
た
。
こ
の︽
四
季
山
水
図
巻
︾
に

つ
い
て
、
三
渓
自
身
の
記
録
で
は﹃
美
術
品
買
入
覚
﹄︵
第
三
冊
︶が
あ
り
、
以
下

の
よ
う
な
記
述
あ
る︶

32
︵

。

一
金
五
千
五
百
円
也　

鳩
居
堂
よ
り
買
入

大
燈
墨
蹟　

馬
遠
山
水　

雪
舟
真
山
水
長
巻

雪
舟
破
墨
山
水
巻

(37)
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こ
の
と
き
鳩
居
堂
を
介
し
て
購
入
し
た
作
品
は︽
大
燈
墨
蹟
︾、︽
馬
遠
山

水
︾︶

33
︵

、︽
雪
舟
真
山
水
長
巻
︾、︽
雪
舟
破
墨
山
水
巻
︾で
あ
る
。
さ
ら
に
三
渓
自
身

に
よ
る
詳
細
な
記
述
は﹃
三
渓
帖︵
草
稿
︶
﹄
が
あ
る
。
こ
の
草
稿
は
、
三
渓
が

自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
一
冊
の
図
録
と
し
て
ま
と
め
、
解
説
付
き
で
出
版
し

よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
の
草
稿
は
出
版
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

画
像
等
の
掲
載
も
予
定
さ
れ
た
そ
う
で
あ
る
が
、
そ
の
画
像
も
現
存
し
て
い
な

い
。
草
稿
の
記
述
で
は
、︽
四
季
山
水
図
巻
︾
に
つ
い
て
、
以
下
の
よ
う
な
記
述

が
あ
る︶

34
︵

。
第
三
十
七
図

山
水
長
巻　

雪
舟
筆

︵
中
略
︶

此
巻
溝
口
家
ノ
旧
蔵
ニ
シ
テ
明
治［
欠
字
］年

余
ノ
有
ニ
帰
セ
リ

総
テ
蒐
集
ニ
付
テ
ハ
因
縁
ト
モ
云
フ
可
キ
モ
ノ
ア

ル
ヤ
ニ
思
ハ
ル　

如
何
ニ
馳
恋
苦
心
モ
セ
サ
ル

ニ
何
時
カ
自
分
ノ
手
ニ
入
リ
来
ル
モ
ノ
ト
ア
リ　

此
雪

舟
長
巻
ノ
如
キ
ハ
曽
テ
溝
口
家
ノ
所
蔵
大
燈

国
師
墨
蹟︵
第［
欠
字
］図
︶ヲ
京
都
ノ
展
観
ニ
テ
一

見
シ
タ
ル
カ
恋
々
忘
ル
ル
能
ハ
ス　

其
後
溝
口
家

ニ
テ
此
ヲ
譲
ル
ノ
意
ア
リ
ト
聞
キ
京
都
鳩
居
堂
主

熊
谷
氏
同
家
ニ
就
テ
其
墨
蹟
ヲ
仲
介
シ
呉
レ
タ
ル

ト
キ
徳
明［
値
段
］ノ
彼
レ
此
レ
ヨ
リ
偶
然
此
長
巻
モ
伴
イ
来

レ
リ

記
述
を
整
理
し
て
み
る
と
、
京
都
の
展
覧
会
に
お
い
て
大
燈
国
師
墨
蹟
が
展

示
し
て
あ
っ
た
。
こ
の
墨
蹟
を
三
渓
は
恋
々
と
し
て
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
。
そ
の
後
、
溝
口
家
の
意
を
受
け
た
京
都
の
香
具
商
、
鳩
居
堂
が
仲
介

し
三
渓
に
譲
渡
し
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
と
き
一
緒
に
譲
渡
の
話
が
持
ち
上

が
っ
た
の
が
雪
舟
筆︽
四
季
山
水
図
巻
︾
で
あ
る
。
記
述
に
あ
る
京
都
の
展
覧

会
と
は
古
美
術
展
覧
会
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る︶

35
︵

。
明
治
三
六
年︵
一
九
〇
三
︶

に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た
第
五
回
内
国
勧
業
博
覧
会
は
事
実
上
日
本
で
初
め
て
の

万
国
博
覧
会
と
な
っ
た
。
京
都
で
も
関
連
の
行
事
で
あ
る
古
美
術
展
覧
会︵
京

都
美
術
協
会
主
催
︶
が
開
催
さ
れ
た︶

36
︵

。
こ
の
展
覧
会
で
は
旧
儀
で
あ
る
茶
道
や

華
道
な
ど
一
六
式
を
古
儀
旧
典
に
よ
り
古
美
術
品
を
用
い
再
現
し
た
。
展
示
を

通
じ
て
旧
儀
の
紹
介
と
国
内
外
へ
の
普
及
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
業
務

を
委
託
さ
れ
た
の
が
京
都
美
術
協
会
で
あ
る
。
な
お
旧
儀
の
発
案
者
は
鳩
居
堂

主
人
の
熊
谷
直
行︵
一
八
四
三
─
一
九
〇
七
︶
で
あ
る
。
展
覧
会
の
様
子
が
収

め
ら
れ
た﹃
旧
儀
装
飾
十
六
式
図
譜
﹄
に
は
越
後
新
発
田
の
伯
爵
溝
口
直
正
に

よ
る
濃
茶
席
の
様
子︵
図
12
︶が
紹
介
さ
れ
る︶

37
︵

。
当
日
、
濃
茶
席
で
使
用
さ
れ
た

掛
物
は﹁
掛
物 

大
燈
国
師
墨
蹟　

物
我
両
忘
﹂
で
あ
る
。
原
三
渓
に
よ
る
購
入

品
の
目
録
で
あ
る﹃
三
渓
帖
目
録
﹄︵
三
渓
園
保
勝
会
蔵
︶に
は

　

一　

物
我
両
忘
五
言
律
詩　
　

一
枚

　
　
　
　
　

大
燈
国
師
書

と
あ
り
、
大
燈
国
師
に
よ
る
物
我
両
忘
の
五
言
律
詩
の
墨
蹟
で
あ
る
こ
と
が
判

明
す
る
。
さ
き
の﹃
文
化
情
報
学
﹄で
は
、
古
美
術
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
大
燈

(38)
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国
師
墨
蹟︽
物
我
両
忘
︾︵
個
人
蔵
、
図
13
︶を
紹
介
し
た︶

38
︵

。
三
渓
に
よ
る
記
録
か

ら
、
個
人
蔵
本
と
合
致
す
る
。

原
三
渓
の
草
稿
で
は
、
当
初
、
溝
口
家
は
大
燈
国
師
墨
蹟︽
物
我
両
忘
︾の
売

却
先
に
つ
い
て
熊
谷
氏
を
介
し
て
探
し
て
い
た
。
三
渓
は
熊
谷
氏
か
ら
話
を
持

ち
か
け
ら
れ
た
と
き
、
雪
舟
の︽
四
季
山
水
図
巻
︾
の
売
却
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
購
入
し
た
こ
と
が
書
か
れ
る
。
そ
の
後
、
大
燈
国
師
墨
蹟
と︽
四
季
山
水
図

巻
︾
は
鳩
居
堂
を
介
し
て
原
三
渓
が
入
手
し
た
。
こ
の
ほ
か﹃
美
術
品
買
入
覚
﹄

︵
第
三
冊
︶
に
は
明
治
四
一
年︵
一
九
〇
八
︶
に
熊
谷
氏
か
ら
購
入
し
た
溝
口
家

旧
蔵
品
と
し
て
酒
井
抱
一
筆︽
秋
草
鶉
図
︾︵
山
種
美
術
館
蔵
︶
や
酒
井
抱
一
筆

三
幅
対︽
野
花
螳
螂
、
波
上
明
月
、
水
草
蜻
蛉
︾︵
畠
山
記
念
館
蔵
︶
を
入
手
し

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
溝
口
家
所
蔵
品
の
譲
渡
は
、
先
の﹃
近
世
道
具
移
動
史
﹄に

も
あ
る
よ
う
に
明
治
三
〇
年︵
一
八
九
七
︶前
後
か
ら
道
具
を
個
人
取
引
に
よ
っ

て
売
却
し
た
一
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

三
　
明
治
期
に
お
け
る
溝
口
家
の
流
出
の
背
景

最
後
に
、
溝
口
家
の
所
蔵
し
た
道
具
が
流
出
す
る
時
期
の
当
主
で
あ
る
溝
口

直
正
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
溝
口
直
正
は
新
発
田
藩
一
二
代
目
の
最
後

の
藩
主
で
、
明
治
政
府
で
は
伯
爵
に
叙
任
さ
れ
て
い
る︶

39
︵

。
直
正
は
謡
曲
、
詩
文
、

書
画
、
植
物
栽
培
な
ど
の
趣
味
が
あ
っ
た︶

40
︵

。

溝
口
家
に
お
い
て
財
政
面
に
お
け
る
問
題
点
は
、
明
治
二
四
年︵
一
八
九
一
︶

に
藩
士
、
中
村
谷
五
郎
よ
り
貸
付
、
立
替
金
七
万
余
円
に
つ
い
て
返
済
の
訴

訟
が
お
こ
っ
て
い
る︶

41
︵

。
こ
の
訴
訟
に
つ
い
て
の
詳
細
は
判
明
し
て
い
な
い

が
、
金
銭
的
に
余
裕
が
な
か
っ
た
事
が
推
測
で
き
る
。
ま
た
、
明
治
二
二
年

︵
一
八
八
九
︶、
次
女
の
久
美
子
と
大
倉
喜
七
郎︵
一
八
八
二
─
一
九
六
三
︶
と

の
結
婚
が
あ
り
、
い
く
ば
く
か
の
支
出
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
家
政
状
況
の
た
め
、
溝
口
家
は
所
蔵
す
る
道
具
を
売
却
し
た
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
明
治
三
〇
年︵
一
八
九
七
︶前
後
に
は
高
橋
箒
庵
や
原
三

渓
へ
の
個
人
取
引
に
よ
る
譲
渡
が
あ
っ
た
。
先
に
紹
介
し
た
古
美
術
展
覧
会
は

熊
谷
直
行
が
主
と
な
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
古
美
術
展
覧
会
に
出
品
さ
れ
た
溝
口

家
の
所
蔵
品
の
一
覧
が︻
表
３
︼で
あ
る
。
雪
舟
筆︽
四
季
山
水
図
巻
︾や
大
燈
国

師
墨
蹟︽
物
我
両
忘
︾が
原
三
渓
に
譲
渡
さ
れ
て
い
る
点
か
ら
古
美
術
展
覧
会
は

関
西
方
面
に
お
い
て
溝
口
家
の
所
蔵
品
を
公
開
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
売
却
先

に
つ
い
て
も
販
路
を
求
め
る
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
溝
口
家
と

鳩
居
堂
熊
谷
氏
の
関
係
を
示
す
資
料
は
な
い
も
の
の
、
熊
谷
氏
は
そ
の
仲
介
役

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
後
、
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶に
は
溝
口
家

は
売
立
を
行
っ
て
い
る
。

当
時
に
お
け
る
道
具
の
流
出
で
は
明
治
二
二
年︵
一
八
八
九
︶、
溝
口
久
美
子

が
大
倉
喜
七
郎
へ
の
輿
入
れ
の
際
に
持
参
し
た︽
松
竹
梅
蒔
絵
十
種
香
箱
︾︵
図

14
、
大
倉
集
古
館
蔵
︶が
あ
る
。
な
お
久
美
子
の
弟
で
あ
り
、
溝
口
家
の
分
家
で

あ
る
溝
口
武
五
郎
家
の
養
子
と
な
っ
た
溝
口
三
郎︵
一
八
九
六
─
一
九
七
三
︶

に
よ
れ
ば︽
扇
面
蒔
絵
懸
子
︾︵
同
館
蔵
︶
も
溝
口
家
の
伝
来
品
と
さ
れ
る︶

42
︵

。
溝

口
家
の
旧
蔵
品
は
同
家
の
入
札
に
お
け
る︽
長
生
殿
蒔
絵
手
箱
︾
の
落
札
や
久

美
子
の
輿
入
れ
道
具
な
ど
か
ら
大
倉
家
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
と
な
る︶

43
︵

。
こ
の
よ

う
に
明
治
期
に
お
け
る
溝
口
家
の
家
政
状
況
と
し
て
明
治
二
二
年︵
一
八
八
九
︶

(39)
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に
溝
口
久
美
子
の
輿
入
れ
、
明
治
二
四
年︵
一
八
九
一
︶
に
は
借
財
返
済
を
求

め
提
訴
さ
れ
、
そ
の
後
、
明
治
三
〇
年︵
一
八
九
七
︶
前
後
に
は
個
人
取
引
、
明

治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶
に
売
立
を
行
う
こ
と
と
な
る
経
緯
を
み
る
こ
と
が
で

き
る
。

四
　
結
び

溝
口
家
は
個
人
取
引
に
よ
り
道
具
が
流
出
し
た
。
個
人
取
引
で
は
高
橋
箒

庵
、
原
三
渓
の
取
引
が
確
認
で
き
た
。
箒
庵
の
場
合
は
溝
口
家
と
直
接
交
渉
し
、

池
田
慶
次
郎
が
間
接
的
に
関
係
し
た
。
ま
た
、
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶の
溝

口
家
売
立
以
後
も
高
橋
箒
庵
は
溝
口
家
の
旧
蔵
品
を
池
田
慶
次
郎
を
介
し
て

購
入
し
て
い
る
。
溝
口
家
の
道
具
流
出
は
池
田
を
介
し
て
売
却
さ
れ
る
こ
と
が

あ
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。

三
渓
に
つ
い
て
は
鳩
居
堂
の
熊
谷
氏
を
介
し
て
購
入
し
た
当
時
の
状
況
を
明

ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
原
三
渓
は
京
都
の
古
美
術
展
覧
会
に
お
い
て
一

覧
し
た
大
燈
国
師
墨
蹟︽
物
我
両
忘
︾
を
熊
谷
氏
を
通
じ
て
入
手
す
る
が
、
溝

口
家
は
売
却
先
を
探
し
て
い
た
。
こ
の
こ
と
は
当
時
の
溝
口
家
が
古
美
術
展
覧

会
へ
の
出
品
を
足
が
か
り
に
関
西
方
面
で
の
売
却
先
を
求
め
る
内
覧
の
意
味
が

あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

そ
の
後
、
明
治
三
七
年︵
一
九
〇
四
︶に
売
立
を
行
っ
て
い
る
。
売
立
の
状
況

は
松
山
喜
太
郎
に
よ
る﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄
を
、
息
子
・
米
太
郎
が
自
筆
で
書

写
し
た
写
本
が
存
在
し
て
お
り
、
同
書
に
溝
口
家
の
売
立
記
録
が
所
載
さ
れ
る

こ
と
で
、
周
辺
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
同
書
の
存
在
に
よ
り
出
品

作
品
一
七
件
が
判
明
し
た
。
こ
の
と
き
、
溝
口
重
雄
が
縣
宗
知
を
介
し
て
入
手

し
た
小
堀
家
伝
来
の
茶
道
具
五
種
の
内
、
四
種
の
瀬
戸
茶
入︽
蛍
︾、
古
瀬
戸
茶

入︽
溝
口
胴
高
︾、︽
閑
極
法
雲
・
東
澗
道
洵
両
筆
墨
蹟
︾、︽
青
磁
四
方
香
炉
︾が

流
出
す
る
。
こ
の
ほ
か
溝
口
家
と
関
係
の
深
い
徳
永
家
が
所
持
し
た
古
瀬
戸
茶

入︽
徳
永
肩
衝
︾も
流
出
す
る
。

維
新
後
の
大
名
家
は
財
政
上
の
問
題
を
多
く
抱
え
た
が
、
溝
口
家
の
場
合
は

訴
訟
や
久
美
子
の
輿
入
れ
な
ど
が
重
な
り
、
出
費
が
か
さ
ん
だ
た
め
家
財
の
売

却
を
行
っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
当
時
の
大
名
家
全
般
に
つ
い
て
も
い
え
る

こ
と
で
あ
る
が
、
財
政
上
の
理
由
で
自
家
蔵
品
を
売
立
や
個
人
取
引
に
よ
り
売

却
し
た
。
溝
口
家
の
場
合
は
、
借
金
返
済
の
訴
訟
を
起
こ
さ
れ
、
財
政
的
に
も

緊
迫
し
た
状
況
が
あ
っ
た
。

今
後
の
研
究
課
題
は
溝
口
家
に
お
け
る
世
襲
財
産
の
検
討
で
あ
る
。
溝
口
家

の
世
襲
財
産
で
は
土
地
、
有
価
証
券
に
つ
い
て
は
判
明
す
る
が
、
世
襲
財
産
法

で
定
め
る
付
属
品
と
し
て
美
術
品
や
家
宝
の
登
録
の
有
無
に
つ
い
て
は
明
ら
か

に
で
き
て
お
ら
ず
、
今
後
、
調
査
す
る
必
要
が
あ
る︶

44
︵

。

謝
辞本

稿
執
筆
に
あ
た
り
調
査
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
個
人
の
ご
所
蔵
家
、
大
倉
集

古
館
、
根
津
美
術
館
、
売
立
目
録
の
調
査
に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
東
京
文
化
財
研

究
所
、
文
献
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
同
志
社
大
学
ラ
ー
ネ
ッ
ド
記
念
図
書

館
、
画
像
掲
載
に
あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
京
都
国
立
博
物
館
、
瀬
津
雅
陶

堂
、
京
都
美
術
倶
楽
部
、
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
株
式
会
社
に
深
謝
し
ま
す
。
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主
要
参
考
文
献

溝
口
三
郎
遺
稿
集
刊
行
会
編﹃
溝
口
三
郎
遺
稿
集
﹄︵
溝
口
三
郎
遺
稿
集
刊
行
会　

一
九
八
六
年
︶

高
橋
義
雄﹃
大
正
名
器
鑑
﹄︵
ア
テ
ネ
書
房　

一
九
九
七
年
︶

高
橋
義
雄﹃
萬
象
録
﹄︵
思
文
閣
出
版　

一
九
八
六
─
一
九
九
一
年
︶

高
橋
義
雄﹃
近
世
道
具
移
動
史
﹄︵
有
明
書
房　

一
九
九
〇
年
︶

熊
谷
直
行
、
猪
熊
淺
麿﹃
旧
儀
装
飾
十
六
式
図
譜
﹄︵
京
都
美
術
協
会　

一
九
〇
三
年
︶

京
都
美
術
協
会﹃
古
美
術
展
覧
会
出
品
目
録
﹄︵
京
都
美
術
協
会　

一
九
〇
三
年
︶

東
京
美
術
倶
楽
部
百
年
史
編
纂
委
員
会﹃
美
術
商
の
百
年
﹄︵
東
京
美
術
倶
楽
部　

二
〇
〇
六
年
︶

小
林
忠﹃
江
戸
の
絵
画
﹄︵
藝
華
書
院　

二
〇
一
〇
年
︶

齋
藤
清﹃
原
三
渓　

偉
大
な
茶
人
の
知
ら
れ
ざ
る
真
相
﹄︵
淡
交
社　

二
〇
一
四
年
︶

都
守
淳
夫﹃
売
立
目
録
の
書
誌
と
全
国
所
在
一
覧
﹄︵
勉
誠
出
版　

二
〇
〇
一
年
︶

野
村
瑞
典﹃
翠
濤
侯
遺
芳
集
﹄︵
岡
仙
吸
古
堂　

一
九
八
八
年
︶

新
発
田
市
史
編
纂
委
員
会
﹃
新
発
田
市
史
﹄
上
下
︵
新
発
田
市　

一
九
八
〇
─

一
九
八
一
年
︶

﹃
茶
道
聚
錦
﹄第
一
〇
巻︵
小
学
館　

一
九
八
六
年
︶

展
覧
会
図
録﹃
原
三
渓
と
美
術
﹄︵
三
渓
園
保
勝
会　

二
〇
〇
九
年
︶

展
覧
会
図
録﹃
雅
﹄︵
瀬
津
雅
陶
堂　

二
〇
一
三
年
︶

展
覧
会
図
録﹃
小
堀
遠
州
の
茶
会
﹄︵
根
津
美
術
館　

一
九
九
六
年
︶

展
覧
会
図
録﹃
京
華
﹄︵
京
都
美
術
倶
楽
部　

二
〇
一
二
年
︶

図
録﹃
茶
美
の
会
﹄︵
茶
美
の
会　

一
九
八
五
年
︶

付
記本

研
究
成
果
は
平
成
二
六
年
度
、
出
光
文
化
福
祉
財
団
研
究
助
成︵
宮
武
慶
之
、

財
津
永
次﹁
売
立
目
録
所
載
の
墨
蹟
図
版
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
構
築
と
筆
跡
の
検
討
﹂︶
に

よ
る
。

附
録

︻
表
１
︼　

溝
口
家
所
蔵
品
に
お
け
る
下
賜
品
と
献
上
品

︻
表
２
︼　

高
橋
箒
庵
の
所
持
し
た
溝
口
家
旧
蔵
品

︻
表
３
︼　

溝
口
家
が
古
美
術
展
覧
会
に
出
品
し
た
作
品

〔
図
の
典
拠
〕

図
１
、
図
７　
﹃
大
正
名
器
鑑
﹄よ
り
転
載

図
２
、
図
５
、
図
11　

撮
影
筆
者

図
３　

図
録﹃
茶
美
の
会
﹄よ
り
転
載

図
４　

図
録﹃
小
堀
遠
州
の
茶
会
﹄よ
り
転
載

図
６　

図
録﹃
京
華
﹄よ
り
転
載

図
８　

京
都
国
立
博
物
館
に
よ
る
画
像
提
供

図
９
、
図
14　

大
倉
集
古
館
に
よ
る
画
像
提
供

図
10　

図
録﹃
雅
﹄よ
り
転
載

図
12　
﹃
旧
儀
装
飾
十
六
式
図
譜
﹄よ
り
転
載

図
13　

C
H

R
ISTIE’S IM

A
G

ES LTD
.2013

註︵
１
︶ 　

新
発
田
古
文
書
解
読
研
修
会
・
新
発
田
市
立
図
書
館
編﹃
溝
口
伊
織
家
古

文
書
﹄
目
録
第
一
集
、
新
発
田
市
古
文
書
研
修
会
・
新
発
田
市
立
図
書
館
、

二
〇
〇
四
年
。

︵
２
︶ 　

宮
武
慶
之﹁
新
発
田
御
道
具
帳
に
み
る
溝
口
家
旧
蔵
の
茶
道
具
﹂﹃
文
化
情
報
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人文13号（2014）

学
﹄第
九
巻
第
二
号
、
二
〇
一
四
年
、
五
七
─
一
一
二
頁
。

︵
３
︶ 　

都
守
淳
夫﹃
売
立
目
録
の
書
誌
と
全
国
所
在
一
覧
﹄︵
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
一

年
︶に
は
溝
口
家
の
売
立
は
所
載
さ
れ
て
い
な
い
。

︵
４
︶ 　

市
野
千
鶴
子﹃
古
田
織
部
茶
書
﹄第
二
巻
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
四
年
。

︵
５
︶ 　

高
橋
義
雄﹃
大
正
名
器
鑑
﹄
第
八
編
、
ア
テ
ネ
書
房
、
一
九
九
七
年
、
一
八
七

頁
。

︵
６
︶ 　

前
掲
註︵
２
︶﹃
新
発
田
御
道
具
帳
﹄
中
、﹁
御
釜
之
部
﹂
に
は
以
下
の
よ
う
な

記
述
が
あ
る
。

　
　

乾
坤
入

　
　

一　

太
閤
ゟ
拝
領
之
御
釜

︵
７
︶ 　

横
谷
一
子﹁﹃
隔
冥
記
﹄に
み
る
一
町
人
の
文
芸
と
古
典
受
容
﹂﹃
仏
教
大
学
大

学
院
紀
要
﹄
第
二
七
号︵
仏
教
大
学
、
一
九
九
九
年
、
一
四
三
頁
︶
に
は
以
下
の

よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

定
家
墨
蹟
の
掛
物
を
宣
直
に
届
け
る
た
め
大
阪
に
赴
く
。

︵
８
︶ 　

世
田
谷
区
立
郷
土
資
料
館﹃
続
石
井
至
穀
著
作
集
﹄︵
世
田
谷
区
教
育
委
員
会
、

一
九
九
二
年
︶に
所
収
さ
れ
る
旗
本
・
石
井
至
穀
に
よ
る﹃
当
流
聞
書
口
伝
﹄に
は

以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

 

溝
口
信
ノ
守
殿
ニ
而
十
左
衛
門
殿
茶
杓
目
利
ヲ
御
頼
、
宗
甫
と
有
之
に
せ

て
利
休
と
有
之
ハ
宗
甫
ニ
而
候
と
被
申
候
、
是
ハ
い
つ
か
土
用
干
に
筒
ニ

入
違
へ
て
有
し
を
能
見
分
給
ふ
と
て
感
心
有
し
也

︵
９
︶ 　

酒
井
巌﹃
伊
達
綱
村
茶
会
記
﹄︵
中
央
公
論
事
業
出
版
、
一
九
六
八
年
、
三
三
三

頁
︶に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

︵
四
月
︶ 晦
日
朝　

数
寄
屋　

四
畳
半 

溝
口
信
濃
守
殿　

溝
口
伯
耆
守
殿 

桑
山
志
摩
守
殿　

牧
野
監
物
殿

︵
10
︶ 　

宮
武
慶
之﹁
閑
極
法
雲
・
東
澗
道
洵
両
筆
墨
蹟
に
つ
い
て
﹂﹃
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー

チ
﹄
第
一
四
号
、
立
命
館
大
学
ア
ー
ト
・
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
、
二
〇
一
四
年
、

八
九
─
一
〇
四
頁
。

︵
11
︶ 　

小
林
忠﹃
江
戸
の
絵
画
﹄藝
華
書
院
、
二
〇
一
〇
年
、
一
四
二
頁
。

︵
12
︶ 　

前
掲
註︵
６
︶。

︵
13
︶ 　

宮
武
慶
之﹁
新
発
田
藩
溝
口
家
旧
蔵
の
大
燈
国
師
墨
蹟
に
つ
い
て
︱
物
我
両

忘
と
日
山
賦
を
中
心
に
︱
﹂﹃
文
化
情
報
学
﹄
第
九
巻
第
一
号
、
二
〇
一
三
年
、

九
九
─
一
一
二
頁
。

︵
14
︶ 　

前
掲
註︵
２
︶お
よ
び
、︵
６
︶。

︵
15
︶ 　

高
橋
義
雄﹃
近
世
道
具
移
動
史
﹄慶
文
堂
、一
九
二
九
年
、一
四
八
─
一
五
〇
頁
。

︵
16
︶ 　

大
倉
集
古
館
に
お
い
て
閲
覧
し
た
と
こ
ろ
、
手
箱
の
甲
に
は
金
蒔
絵
お
よ
び

銀
箔
の
蒔
絵
が
施
さ
れ
る
。
扇
面
の
蒔
絵
に
は
藤
掛
松
、
桔
梗
、
菊
、
撫
子
の
図

が
み
ら
れ
る
。
蓋
裏
に
は
長
生
殿
春
秋
の
文
字
が
み
ら
れ
る
。

︵
17
︶ 　
﹃
根
岸
益
田
克
徳
翁
遺
愛
品
売
立
台
帳
﹄、
個
人
蔵
。

︵
18
︶ 　

中
村
作
次
郎﹃
好
古
堂
一
家
言
﹄︵
中
村
好
古
堂
、
一
九
二
七
年
、
一
二
五
頁
︶

に
よ
れ
ば
松
山
喜
太
郎
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

 

井
上
侯
の
御
道
具
掛
を
し
て
居
た
人
に
、
加
州
の
道
具
屋
で
松
山
喜
太
郎

と
い
う
人
が
あ
り
ま
し
た
、
好
事
の
人
で
し
た
か
ら
平
常
見
聞
し
た
書
画

道
具
類
を
一
一
記
録
し
又
は
看
取
り
し
て
、
徒
然
の
友
と
題
す
る
遺
稿
が

数
十
巻
あ
り
ま
す
、
子
息
の
米
太
郎
氏
は
そ
れ
を
整
理
し
て
出
版
せ
ら

る
ゝ
と
か
申
す
こ
と
で
す
、
遺
稿
の
内
に
は
百
万
石
と
題
す
る
加
州
侯
の

売
立
目
録
や
世
外
侯
道
具
御
蔵
帳
、
鴻
池
の
道
具
附
と
か
、
茶
会
記
の
よ

う
な
も
の
が
色
々
あ
り
ま
す
。

︵
19
︶ 　

松
山
喜
太
郎
は
以
下
の
道
具
を
購
入
し
所
持
し
た
が
、
そ
の
後
、
売
却
し
て

い
る
。︽
古
今
井
戸
︾︵﹃
大
正
名
器
鑑
﹄
第
七
編
、
ア
テ
ネ
書
房
、
一
九
九
七
年
、

一
五
五
～
一
五
六
頁
︶、︽
唐
大
海
︾︵
同
書
第
二
編
、
一
四
一
～
一
四
二
頁
︶、︽
離

駒
︾︵
同
書
第
三
編
、
一
四
一
～
一
四
二
頁
︶。
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︵
20
︶ 　

高
橋
義
雄﹃
萬
象
録
﹄
第
七
巻
、
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
六
年
、
二
月
八
日
条

参
照
。

︵
21
︶ 　

売
立
に
関
し
て
い
え
ば
、﹃
売
立
目
録
の
書
誌
と
全
国
所
在
一
覧
﹄
で
も
明
ら

か
な
よ
う
に
、
所
収
さ
れ
る
目
録
の
初
見
は
明
治
三
七
年
の
益
田
克
徳
の
売
立

で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
以
前
に
も
売
立
は
行
わ
れ
て
お
り
、
た
と
え
ば
明
治
三

年
に
は
雲
州
松
平
家
の
売
立
な
ど
が
あ
る
。﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄
が
貴
重
な
点

は
、
そ
の
間
の
売
立
の
記
述
が
あ
り
、
当
時
の
道
具
移
動
史
を
検
討
す
る
こ
と

を
可
能
に
す
る
点
に
あ
る
。

︵
22
︶ 　

飯
田
國
宏
氏
に
よ
り
渋
柿
庵
・
梅
澤
安
蔵
の
紹
介
が
な
さ
れ
る
。﹃
東
美

ニ
ュ
ー
ス
﹄第
五
二
号
参
照
。

︵
23
︶ 　

齋
藤
康
彦﹃
近
代
数
寄
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
﹄、
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
二
年
、

一
一
〇
頁
。

︵
24
︶ 　

前
掲
註︵
20
︶
で
は
大
正
八
年
に
お
け
る
池
田
慶
次
郎
と
箒
庵
に
つ
い
て
の

交
渉
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

一
月
二
一
日　

池
田
、
霞
茶
碗
写
を
持
参
し
、
箒
庵
こ
れ
を
買
い
取
る
。

一
月
二
五
日　

池
田
、
彫
刻
者
を
帯
同
し
、
扁
額
を
持
参
す
る
。

一
月
二
七
日　

 

池
田
、
の
ん
こ
う
作
赤
茶
碗
銘
旭
光
を
持
参
し
、
箒
庵

二
五
〇
円
で
買
い
取
る
。

三
月
一
日　
　

 

箒
庵
、
池
田
、
春
海
東
京
支
店
一
名
を
帯
同
し
て
池
田
忠
博

邸
に
行
き
、
同
家
売
立
に
出
品
す
る
皿
鉢
、
楽
器
な
ど
を
検

分
す
る
。

三
月
三
日　
　

 

池
田
、
川
部
利
吉
旧
蔵
の
東
山
時
代
松
竹
梅
蒔
絵
錫
縁
香

合
を
持
参
し
、
箒
庵
そ
れ
を
買
い
取
る
。

三
月
一
七
日　

 

箒
庵
、
池
田
を
伴
い
池
田
侯
爵
邸
に
赴
き
、
売
立
に
出
品

す
る
刀
剣
の
検
分
を
す
る
。

︵
25
︶ 　

東
京
美
術
倶
楽
部
百
年
史
編
纂
委
員
会
編﹃
美
術
商
の
百
年
﹄︵
東
京
美
術
倶

楽
部
、
二
〇
〇
六
年
︶に
お
い
て
所
収
さ
れ
る
売
立
の
う
ち
、
池
田
が
札
元
と
し

て
参
加
し
た
売
立
は
以
下
で
あ
る
。

大
正
七
年　

三
月
一
八
日　
　

稲
葉
子
爵
平
岡
家
御
蔵
品
入
札

大
正
七
年　
　

四
月
五
日　
　

高
橋
家
御
蔵
品
入
札

大
正
七
年　

四
月
一
八
日　
　

松
平
男
爵
家
御
蔵
品
入
札

大
正
七
年　

一
〇
月
三
日　
　

松
井
子
爵
家
御
蔵
品
入
札

大
正
七
年
一
〇
月
二
一
日　
　

徳
川
侯
爵
家
御
蔵
品
入
札

大
正
八
年　

三
月
二
二
日　
　

橋
場
青
地
家
蔵
品
入
札

大
正
八
年　
　

六
月
二
日　
　

因
州
池
田
侯
爵
家
御
蔵
品
入
札

大
正
八
年
一
一
月
二
四
日　
　

郷
男
爵
家
御
蔵
品
入
札

大
正
九
年　

二
月
一
二
日　
　

某
旧
家
蔵
品
入
札

大
正
十
年
一
一
月
二
八
日　
　

 

水
戸
徳
川
家
音
羽
護
国
寺
並
ニ
某
家
御
蔵

品
入
札

大
正
十
年
一
二
月
一
九
日　
　

茂
木
家
旧
蔵
品
入
札

︵
26
︶ 　

高
橋
義
雄﹃
萬
象
録
﹄︵
第
三
巻
︶大
正
四
年
一
月
三
一
日
条
の︹
一
尾
伊
織
作

茶
杓
銘
山
姥
︺に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

 

池
田
慶
次
郎
一
尾
伊
織
の
茶
杓
銘
山
姥
を
持
参
す
。
溝
口
伯
爵
家
の
所
蔵

品
の
由
、
筒
に
山
姥
と
あ
り
て
茶
杓
に
夕
月
の
二
字
を
彫
り
た
り
、
是
れ

は
筒
と
茶
杓
と
代
わ
り
た
る
に
あ
ら
ず
や
と
の
懸
念
に
て
三
十
五
円
な
り

と
い
ふ
。
さ
れ
ど
作
者
の
考
に
て
は
謡
曲
山
姥
の
中
に
、﹁
夕
月
早
き
か
げ

ろ
う
ふ
の
﹂
と
云
ふ
文
句
あ
る
に
因
り
、
茶
杓
に
夕
月
の
二
字
を
彫
り
た

る
な
る
べ
し
、
茶
杓
に
雲
の
如
き
模
様
あ
り
て
山
姥
の
舞
扇
に
用
ふ
る
月

の
雲
の
模
様
と
似
寄
り
た
る
と
こ
ろ
あ
り
、
山
姥
の
銘
は
蓋
し
是
よ
り
起

り
た
る
な
ら
ん
、
此
茶
杓
は
確
に
掘
り
出
し
物
な
り
と
思
は
る
。

　
　

ま
た
、
同
書
の
大
正
四
年
二
月
七
日
条
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

 
池
田
慶
次
郎
、
溝
口
伯
爵
家
の
切
れ
類
、
印
籠
、
煙
草
等
入
、
二
、三
十
点

(43)
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を
持
参
せ
り

　
　

 

た
だ
し
、
こ
の
う
ち
一
尾
伊
織
茶
杓
は
溝
口
家
の
茶
道
具
蔵
帳
で
あ
る﹃
新
発

田
御
道
具
帳
﹄に
は
所
載
が
な
い
。

︵
27
︶ 　
﹃
つ
れ
づ
れ
の
友
﹄︵
個
人
蔵
︶に
お
い
て
、出
品
さ
れ
た
作
品
に
は
以
下
が
あ
る
。

・
雪
舟
筆︽
中
三
聖
三
幅
対
︾
は
、
現
在
、
東
京
国
立
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
る

伝
雪
舟
筆
三
幅
対︽
虎
渓
三
笑
図
︾
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
な
お
、
鷹
田
其

石
に
よ
る
模
写
も
同
館
が
所
蔵
す
る
。

・
探
幽
筆︽
禅
月
模
羅
漢
三
幅
対
︾
は
、﹃
国
華
﹄
一
八
一
号
に﹁
釈
迦
十
六
羅

漢
図
三
幅
対　

溝
口
直
正
氏
﹂と
紹
介
さ
れ
て
お
り
合
致
す
る
。

・
宗
甫
所
持︽
江
月
三
不
点
茶
箱
︾
と
は
、
小
堀
遠
州
が
所
持
し
た
茶
箱
で
あ

る
。
記
述
に
よ
る
と
江
月
三
不
点
と
あ
る
。
江
月
三
不
点
と
は
、﹁
天
不
晴
不

点
、
湯
不
老
不
点
、
不
得
其
人
不
点
﹂を
意
味
す
る
。

・︽
瓢
炭
斗
︾
に
は
石
州
書
付
が
あ
り
、
こ
の
炭
斗
は
井
上
馨
が
入
手
し
て
い

る
。
井
上
家
の
売
立
目
録﹃
井
上
侯
爵
家
御
蔵
品
入
札
﹄︵
大
正
一
四
年
︶
中

に
は
同
一
と
考
え
ら
れ
る
炭
斗
が
所
載
さ
れ
て
い
る
。

・
古
法
眼
三
幅
対︽
中
琴
高
、
左
右
蓮
鷺
︾
は
外
狩
素
心
庵﹃
雙
軒
庵
美
術
集

成
図
録
﹄︵
続
︶︵
九
州
電
気
軌
道
、
一
九
三
三
年
︶
に﹁
元
信　

中
琴
高
仙
人　

左
松
尾
長
鳥　

右
蘆
鷺　

三
幅
対　

溝
口
家
伝
来
﹂
と
紹
介
さ
れ
て
お
り
合

致
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

︵
28
︶ 　

こ
の
香
合
は
高
橋
箒
庵
が
所
持
し
て
の
ち
、
根
津
嘉
一
郎
の
所
有
と
な
っ

た
。
京
都
美
術
倶
楽
部﹃
京
華
余
芳
﹄︵
京
華
余
芳
刊
行
会
、
一
九
三
九
年
︶に
よ

れ
ば
根
津
に
よ
る
濃
茶
席
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。
同
書
所
載
の
図
と
現

在
、
根
津
美
術
館
が
所
蔵
す
る︽
扇
面
蒔
絵
香
合
︾は
合
致
す
る
。

︵
29
︶ 　
﹃
大
正
名
器
鑑
﹄
に
よ
れ
ば
丹
波
焼
茶
入
銘︽
紅
葉
︾
の
箱
書
は
、
縣
宗
知
に

よ
る
。
収
納
す
る
箱
の
甲
に﹁
紅
葉
﹂、
裏
に
は
宗
知
に
よ
り

　
　
　
　

嵐
吹
く
大
江
の
山
の
紅
葉
は
ハ
生
野
に
を
れ
る
に
し
き
な
る
ら
む

　
　

 

と
書
か
れ
る
。
こ
の
歌
は﹃
後
拾
遺
和
歌
集
﹄
所
載
の
俊
盛
法
師
に
よ
る
。﹃
大

正
名
器
鑑
﹄編
纂
時
の
所
有
者
は
筆
者
の
高
橋
箒
庵
で
あ
る
。

︵
30
︶ 　

こ
れ
ら
六
件
の
売
立
目
録
は
、
す
べ
て
東
京
文
化
財
研
究
所
蔵
本
に
よ
る
。

﹃
東
都
寸
松
庵
主
所
蔵
品
﹄請
求
記
号
、
美
研
─0162

﹃
高
橋
家
御
蔵
品
入
札
﹄請
求
記
号
、
美
研
─0509

﹃
徳
川
侯
爵
家
蔵
品
伽
藍
洞
蔵
品
入
札
﹄請
求
記
号
、
美
研
─1077

﹃
一
木
庵
高
橋
家
所
蔵
品
入
札
目
録
﹄請
求
記
号
、
美
研
─1357

﹃
水
戸
徳
川
家
音
羽
護
国
寺
並
ニ
某
家
御
蔵
品
入
札
目
録
﹄
請
求
記
号
、
美
研
─

0759

﹃
内
田
家
某
家
所
蔵
品
入
札
﹄請
求
記
号
、
美
研
─1485

︵
31
︶ 　

高
橋
箒
庵﹃
東
都
茶
会
記
﹄︵
淡
交
社
、
一
九
八
九
年
︶に
よ
れ
ば
、
箒
庵
は
溝

口
家
旧
蔵
の
香
木﹁
白
菊
﹂を
所
持
し
て
い
た
。
白
菊
が
溝
口
家
か
ら
の
直
接
取

引
に
よ
る
入
手
か
、
池
田
慶
次
郎
に
よ
る
入
手
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

︵
32
︶ 　

三
溪
園
保
勝
会
編﹃
原
三
渓
と
美
術
﹄三
溪
園
保
勝
会
、二
〇
〇
九
年
、七
八
頁
。

︵
33
︶ 　

読
売
新
聞
、
一
八
八
六
年
四
月
一
五
日
付
。﹁
海
画
両
進
会
私
評
﹂
に
溝
口
直

正
所
蔵
の
馬
遠
筆︽
山
水
図
︾に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。

　
　

 

溝
口
直
正
君
が
愛
玩
の
宋
の
光
宗
の
朝
に
書
院
の
待
詔
さ
り
し
馬
遠
が
画

け
る
山
水
中
に
あ
る
も
の
な
り
遠
は
其
頃
院
中
に
独
歩
の
人
と
称
せ
ら
れ

し
も
の
な
り
荻
盧
と
大
き
く
舟
を
最
も
小
さ
く
画
き
た
る
な
ど
実
に
非
凡

な
り
と
い
ふ
べ
し
と
ふ
し
ぎ
や
此
時
虚
空
に
花
降
り
異
香
薫
じ
満
場
忽
ち

極
楽
世
界
の
躰
相
と
現
出
す

︵
34
︶ 　

前
掲
註︵
32
︶、
八
二
─
八
三
頁
。

︵
35
︶ 　

明
治
三
六
年
三
月
一
五
日
よ
り
七
月
一
二
日
ま
で
、
京
都
美
術
館
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

︵
36
︶ 　

京
都
美
術
協
会
﹃
旧
義
装
飾
十
六
色
図
譜
解
説
書
﹄、
京
都
美
術
協
会
、

一
九
〇
三
年
、
二
頁
。

(44)
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︵
37
︶ 　

熊
谷
直
行
、
猪
熊
淺
麿
﹃
旧
儀
装
飾
十
六
式
図
譜
﹄、
京
都
美
術
協
会
、

一
九
〇
三
年
。

︵
38
︶ 　

前
掲
註︵
13
︶。

︵
39
︶ 　

明
治
年
間
に
お
け
る
溝
口
直
正
の
動
向
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

明
治
二
年　

直
正
、
新
発
田
藩
知
事
と
な
る
。

　
　

四
年　
︵
廃
藩
置
県
︶

　

一
一
年　

長
男
直
亮
誕
生
す
る
。

　

一
二
年　

直
正
、
宮
中
祇
候
に
就
任
す
る
。

　

一
六
年　

直
正
、
式
部
寮
御
用
掛
に
就
任
す
る
。

　

一
九
年　

直
正
、
式
部
職
に
就
任︵
同
年
六
月
退
職
︶。

　

二
二
年　

久
美
子︵
直
正
次
女
︶、
大
倉
喜
八
郎
長
男
、
喜
七
郎
と
結
婚
。

　

二
四
年　

 

直
正
、
中
村
谷
五
郎︵
旧
新
発
田
藩
士
︶よ
り
藩
主
家
へ
の
貸
付
金

お
よ
び
立
替
金
七
万
余
円
の
請
求
訴
訟
と
し
て
訴
え
ら
れ
る
。

　

三
一
年　

直
正
、
赤
坂
氷
川
町
に
転
居
す
る
。

　

三
〇
年　

 

そ
の
前
後
に
個
人
取
引
に
よ
り
、
家
蔵
の
茶
道
具
等
を
高
橋
箒
庵

や
原
三
渓
に
売
却
す
る
。

　

三
六
年　

 

直
正
、
京
都
に
お
い
て
古
美
術
展
覧
会
に
お
い
て
抹
茶
席︵
濃
茶

と
薄
茶
︶を
担
当
す
る
。

　

三
七
年　

 

東
京
両
国
の
中
村
楼
に
お
い
て
売
立
を
開
催
す
る
。
こ
の
と
き
の

札
元
は
梅
澤
安
蔵
と
池
田
慶
次
郎
で
あ
る
。

　

四
〇
年　

直
亮︵
直
正
長
男
︶、
徳
川
達
孝
長
女
、
須
美
子
と
結
婚
。

︵
40
︶ 　

読
売
新
聞
、
明
治
三
六
年
一
一
月
一
一
日
付
。﹁
溝
口
伯
の
菊
花
﹂の
項
参
照
。

︵
41
︶ 　

読
売
新
聞
、
明
治
二
四
年
六
月
二
八
日
付
。﹁
溝
口
家
に
係
る
訴
訟
﹂の
項
参
照
。

︵
42
︶ 　

溝
口
三
郎﹁
大
倉
集
古
館
の
漆
芸
﹂﹃
溝
口
三
郎
遺
稿
集
﹄
溝
口
三
郎
遺
稿
集

刊
行
会
、
一
九
八
六
年
、
八
七
─
八
八
頁
、
東
京
都
立
図
書
館
蔵
。

︵
43
︶ 　

こ
の
ほ
か
大
倉
家
が
所
蔵
し
た
溝
口
家
旧
蔵
品
で
は
、
狩
野
探
幽
筆
屏
風
が

あ
る
。
こ
の
屏
風
は
、
久
美
子
の
夫
で
あ
る
喜
七
郎
の
父
、
大
倉
喜
八
郎
の
別
荘

に
あ
っ
た
調
度
品
で
あ
る
。

︵
44
︶ 　

茶
の
湯
文
化
学
会
大
会
に
お
い
て
口
頭
発
表
し
た
際
の
、
学
会
会
長
熊
倉
功

夫
氏
、
同
会
副
会
長
田
中
隆
氏
の
教
示
に
よ
る
。

(45)
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(46)

千
同
行
塘
萬
鉄
松

化
無
如
一
陸
詔
村

所
以
家
醜
不
放
出

乳
峰
道
人
斑
虎

斑
是
訐
父
過
耶

用
家
傅
印
賢
知

客
試
着
一
隻
眼

前
虎
丘　

間
叟
法
雲

㊞　
　

㊞　
　

㊞

三
个
柴
頭
能
有
多
少
烟
燄
而
能
灸

地
熏
天
冝
乎
四
个
睡
底
夢
眼
不
能

豁
開
也
埜
翁
謂
其
虎
斑
在
外
要
且

扶
阿
爺
不
起

 

大
徳
庚
子
秋
天
對　

道
洵
書

 

㊞

図1）《織部沓茶碗》（個人蔵）

図2）古瀬戸茶入《溝口胴高》（個人蔵）

図4）《閑極法雲・東澗道洵両筆墨蹟》（個人蔵）

図3）瀬戸茶入《大概》（個人蔵）
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覚

一　

茶
入　
　

胴
高
肩
衝

一　

茶
入　
　

蛍

一　

茶
入　
　

大
概

一　

掛
物　
　

唐
僧
両
筆　
閑
極
法
雲

東
澗
道
洵

　
　
　
　

江
月
和
尚
外
題
有

一　

香
炉　
　

青
磁
四
方　

箱
ニ
利
休
書
付

右
五
色
之
道
具
小
堀
和
泉
守
殿
ゟ
去
々
年
酉
極
月
朔
日
ニ

質
物
ニ
取
金
子
御
用
立
申
候
処
、
金
子
御
返
弁
難
被
成
候
ニ
付

道
具
五
色
共
ニ
拙
者
へ
御
流
し
被
下
候
就
者
右
之
道
具
共

㊞

此
度
信
州
様
江
代
金
五
百
両
ニ
売
上
申
候
代
金
不
残

請
取
相
済
申
候
則
和
泉
守
殿
御
家
来
衆
ゟ
被
下
候

借
用
手
形
并
並
道
具
流
シ
手
形
両
通
共
ニ
其
許
江

進
置
申
候
為
後
日
仍
手
形
如
件

　
　
　
　

元
禄
八
乙
亥
年
六
月
二
十
八
日　
　

懸
宗
知
㊞

高
久
助
之
進
殿

寺
尾
儀
太
夫
殿

君
宇
左
衛
門
殿

賦日
山
之
號

華
厳
方
廣
中
重
々
無
盡

須
弥
第
一
峯
跛
鼈
盲
亀
出

幽
谷
正
今
日
之
照
林
錚

　

建
武
丁
丑　

龍
寶
山
宗
峰
叟
書

　
　
　
　
　
　
　

㊞

図5） 古瀬戸茶入《溝口胴高》に付属す
る懸宗知添状（個人蔵）

図6） 大燈国師墨蹟《日山之賦》
（個人蔵）

図7）古瀬戸茶入《徳永肩衝》（個人蔵）
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(48)

図10）蘭渓道隆墨蹟《法相》（個人蔵） 図9）《長生殿蒔絵手箱》（大倉集古館蔵）

図11）写本『つれづれの友』（個人蔵）
井上馨の知遇を受けた松山喜太郎による見聞録などをまとめた『つれづれの友』を息子の米
太郎が書き写した。その内容は『大正名器鑑』にも引用された。明治期の道具移動史を研究す
るうえで重要な資料である。（個人蔵）

図8）伝雪舟筆《四季山水図巻》（京都国立博物館蔵）
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物
我
両
忘

居
常
多
不
器
情

謂
盡
方
知
有

眼
挂
空
壁
無

心
合
祖
師
衲

穿
隨
手
補
客

至
下
階
遅
或

問
虚
堂
叟

慇
懃
説
向

伊　

㊞　

㊞

(49)

図14）《松竹梅蒔絵十種香箱》（大倉集古館蔵）

図12） 古美術展覧会における溝口直正によ
る抹茶席の全景。床の間に《物我両忘》
墨蹟が確認できる。表具も正確に写さ
れている。

図13） 大燈国師墨蹟《物我両忘》 
（個人蔵）
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【
表
１
】　
溝
口
家
所
蔵
品
に
お
け
る
下
賜
品
と
献
上
品

時
期

西
暦

代

当
主

理　
　

由

作　
　

品

出
典

下
賜

天
正
年
間
中

１
５
７
３
～

１
５
９
３

初
代

秀
勝
︵
不
明
︶

豊
臣
秀
吉
よ
り
御
陣
羽
織
。

﹃
宝
廟
記
﹄

慶
長
５
年
８
月
18
日

１
６
０
０

初
代

秀
勝

豊
臣
秀
吉
遺
物

前
田
家
に
お
い
て
秀
吉
遺
物
と
し
て
来
国
光
の
御
刀
。

﹃
宝
廟
記
﹄

元
文
２
年
５
月
28
日

１
７
３
７

六
代

直
溫

若
君
七
夜
祝

将
軍
家
よ
り
美
濃
兼
升
の
さ
し
ぞ
へ
。

﹃
徳
川
実
紀
﹄

献
上

寛
文
12
年
９
月
28
日

１
６
７
２

三
代

宣
直

致
仕

來
國
光
の
刀
。

﹃
徳
川
実
紀
﹄

宝
永
３
年
７
月
19
日

１
７
０
６

五
代

重
元

家
督
相
続

公
方
様
へ
、
御
太
刀
一
腰
、
綿
百
把
、
御
馬
一
疋
。

大
納
言
様
へ
、
御
太
刀
一
腰
、
御
馬
一
疋
。

御
台
様
へ
、
白
か
ね
二
十
枚
。

御
簾
中
様
、
白
か
ね
十
枚
。

﹃
陽
廟
記
﹄

宝
永
３
年
７
月
28
日

１
７
０
６

四
代

重
雄

致
仕

城
州
兼
永
の
刀
を
奉
る
。

御
臺
所
に
冷
泉
大
納
言
爲
尹
卿
筆
の
古
今
和
歌
集
。

大
納
言
殿
に
備
前
重
眞
の
刀
。

簾
中
御
方
に
冷
泉
大
納
言
持
爲
卿
筆
の
後
撰
和
歌
集
。

﹃
徳
川
実
紀
﹄

宝
永
６
年
５
月
11
日

１
７
０
９

五
代

重
元

徳
川
家
宣
将
軍
宣
下

御
太
刀
、
馬
代
。

﹃
陽
廟
記
﹄

亨
保
４
年
１
月
15
日

１
７
１
９

六
代

直
治

家
督
相
続

御
太
刀
一
腰
、
御
馬
一
疋
、
御
時
服
十
。

﹃
大
廟
記
﹄

亨
保
４
年
１
月
25
日

１
７
１
９

六
代

直
治

五
代
重
元
遺
物

靑
江
助
次
の
刀
。

﹃
徳
川
実
紀
﹄

亨
保
17
年
７
月
21
日

１
７
３
２

七
代

直
温

家
督
相
続

御
太
刀
、
巻
物
、
金
、
馬
代
。

﹃
浄
廟
記
﹄

亨
保
18
年
１
月
７
日

１
７
３
３

七
代

直
温

出
雲
守
任
官

御
太
刀
、
馬
代
。

﹃
浄
廟
記
﹄

宝
暦
11
年
２
月
15
日

１
７
６
１

七
代

直
温

隠
居

御
太
刀
、
御
巻
物
、
御
馬
代
。

﹃
御
当
代
記
﹄

宝
暦
11
年
２
月
15
日

１
７
６
１

八
代

直
養

家
督
相
続

御
太
刀
、
御
巻
物
、
御
馬
一
疋
。

﹃
御
当
代
記
﹄

宝
暦
12
年
11
月
１
日

１
７
６
２

八
代

直
養

若
君
七
夜
祝

兼
友
の
さ
し
ぞ
へ
。

﹃
徳
川
実
紀
﹄

(50)



明治期における溝口家の道具移動史

230

天
明
６
年
11
月
15
日

１
７
８
６

八
代

直
養

隠
居

御
太
刀
、
馬
代
、
御
巻
物
。

﹃
修
廟
記
﹄

天
明
６
年
11
月
15
日

１
７
８
６

九
代

直
侯

家
督
相
続

御
太
刀
、
御
巻
物
、
黄
金
、
御
馬
。

﹃
修
廟
記
﹄

寛
政
４
年
11
月
23
日

１
７
９
２

九
代

直
侯

出
雲
守
任
官

御
太
刀
、
馬
代
。

﹃
修
廟
記
﹄

享
和
２
年
11
月
15
日

１
８
０
２

十
代

直
諒

家
督
相
続

御
太
刀
、
御
巻
物
、
黄
金
、
御
馬
。

﹃
見
廟
記
﹄

天
保
９
年
７
月
１
日

１
８
３
８

十
代

直
諒

世
子
君
御
参
観
の
御
礼

御
太
刀
、
馬
代
、
蝋
燭
。

大
御
所
様
、
大
納
言
様
へ
も
御
太
刀
馬
代
。

﹃
見
廟
記
﹄

天
保
９
年
８
月
５
日

１
８
３
８

十
代

直
諒

隠
居

御
太
刀
、
馬
代
、
御
巻
物
。

﹃
誠
廟
記
﹄

天
保
９
年
９
月
12
日

１
８
３
８

十
一
代

直
溥

家
督
相
続

御
太
刀
、
御
巻
物
、
黄
金
、
御
馬
。

﹃
誠
廟
記
﹄

【
表
２
】　
高
橋
箒
庵
の
所
持
し
た
溝
口
家
旧
蔵
品

凡
例
一
、
売
立
目
録
を
中
心
に
高
橋
箒
庵
所
蔵
品
中
、
溝
口
家
伝
来
品
を
抽
出
し
た
。

一
、
こ
れ
ら
の
総
数
は
五
六
件
で
あ
る
が
、
個
人
取
引
に
よ
っ
て
取
得
し
た
と
す
る
五
〇
数
件
の
作
品
の
大
半
を
占
め
る
と
考
え
る
。

一
、
出
典
は
以
下
の
文
献
と
す
る
。

﹃
大
正
名
器
鑑
﹄大
正
一
〇
年
か
ら
一
五
年
に
か
け
て
発
刊
。

﹃
近
世
道
具
移
動
史
﹄昭
和
四
年
発
刊
。

﹃
東
都
寸
松
庵
主
所
蔵
品
﹄明
治
四
五
年
五
月
二
七
日
開
札
。
於
京
都
美
術
倶
楽
部
。

﹃
高
橋
家
所
蔵
品
入
札
﹄大
正
七
年
四
月
五
日
。
於
東
京
美
術
倶
楽
部
。

﹃
水
戸
徳
川
家
音
羽
護
国
寺
並
ニ
某
家
御
蔵
品
入
札
目
録
﹄大
正
一
〇
年
一
一
月
二
八
日
開
札
。
於
東
京
美
術
倶
楽
部
。

﹃
一
木
庵
高
橋
家
所
蔵
品
入
札
﹄昭
和
五
年
十
月
二
七
日
開
札
。
於
東
京
美
術
倶
楽
部
。

﹃
内
田
家
某
家
所
蔵
品
入
札
﹄昭
和
七
年
一
〇
月
三
一
日
開
札
。
於
東
京
美
術
倶
楽
部
。

﹃
茶
杓
図
譜
﹄︵
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
蔵
︶は
、
溝
口
家
伝
来
の
茶
杓
を
十
代
藩
主
直
諒
の
時
代
に
、
原
寸
大
で
書
き
写
し
た
も
の
。

﹃
秀
粋
﹄︵
日
本
美
術
協
会
、
一
九
〇
八
年
︶に
は
伯
爵
溝
口
直
正
の
所
蔵
品
が
あ
る
。

香
取
秀
真﹁
茶
器
中
の
金
物
類
﹂﹃
茶
道
全
集︵
巻
の
14
︶﹄所
収
。

高
橋
箒
庵
所
蔵
品
の
一
覧

番
号

所
載
誌

作
品
名

所
載
項

図
版

落
札
価
格

︵
単
位
円
︶

備
考

１

﹃
大
正
名
器
鑑
﹄

丹
波
茶
入　

銘
紅
葉

第
五
編
下

○

　

　

(51)
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２

〃

宗
節
伯
庵
茶
碗

第
八
編

○

　

現
在
、
泉
屋
博
古
館
分
館
蔵
。

３

〃

織
部
沓
茶
碗

第
八
編

○

　

現
在
、
個
人
蔵
。

４

﹃
近
世
道
具
移
動
史
﹄

伯
庵
茶
碗　

　

　

　

↓
２
の
宗
節
伯
庵
茶
碗
に
同
じ
。

５

〃

保
元
時
代
扇
面
杜
若
模
様
香
合

　

　

　

↓
現
在
、
根
津
美
術
館
蔵
。

６

〃

啓
書
記　

李
白
観
瀑
図

　

　

　

　

７

﹃
東
都
寸
松
庵
主
所
蔵
品
﹄

元
信　

松
下
牧
童　

常
信
外
題　

溝
口
家

旧
蔵　

竪
三
尺
四
分
×
横︵
一
︶
尺
二
寸

五
分

二
九

○

　

　

８

〃

安
信
左
芦
雁
、
探
幽
中
渡
川
布
袋
、
尚
信

右
芦
雁
溝
口
家
旧
蔵　

竪
四
尺
一
寸
×

横
一
尺
四
寸

三
八

○

　

　

９

〃

日
觀　

葡
萄
図
横
物　

探
幽
常
信
極　

溝

口
家
旧
蔵　

竪
六
寸
七
分
×
横
二
尺
三

寸
三
分

七
七

○

　

　

10

〃

破
風
窯
茶
入　

銘
亀
甲　

溝
口
家
旧
蔵　

袋
焼
切

一
三
九

　

　

　

11

〃

染
付
台
布
袋
香
合　

溝
口
家
旧
蔵

一
八
六

○

　

　

12

〃

染
付
切
子
香
合　

遠
州
箱　

溝
口
家
旧
蔵

一
八
七

○

　

　

13

〃

染
付
菱
形
芦
葉
達
磨
香
合　

溝
口
家
旧
蔵

一
八
九

　

　

　

14

〃

保
元
時
代
扇
八
ッ
橋
青
貝
入
香
合　

溝
口

家
旧
蔵

一
九
〇

○

七
千

↓
５
の
保
元
時
代
扇
面
杜
若
模
様

香
合
に
同
じ
。

15

〃

染
付
六
角
干
支
香
合　

溝
口
家
旧
蔵

一
九
一

　

　

　

16

〃

作
州
公
茶
杓　

筒
石
州　

銘
う
き
雲

二
〇
七

　

　

﹃
茶
杓
図
譜
﹄所
載
。

17

〃

朝
鮮
菱
形
水
指　

宗
中
箱
書
付　

溝
口
家

旧
蔵

二
三
四
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18

〃

呉
須
獅
子
蓋
香
炉　

白
酔
庵
箱
書
付　

溝

口
家
旧
蔵

二
五
五

○

二
千
五
百
五
十
九
　

19

〃

光
琳
水
葵
蒔
絵
乱
箱　

溝
口
家
旧
蔵

三
五
四

○

　

　

20

〃

乾
山
桔
梗
画
乱
箱　

溝
口
家
旧
蔵

三
五
五

○

　

　

21

〃

月
ニ
群
千
鳥
蒔
絵
硯
箱　

石
州
歌
意　

石

州
色
紙
添
須
野
不
堪
作　

溝
口
家
旧
蔵

三
四
六

○

二
千
六
百

　

22

﹃
高
橋
家
所
蔵
品
入
札
﹄

中
峰
明
本
墨
蹟　

了
意
極　

溝
口
家
旧
蔵

竪
一
尺
×
巾
一
尺
三
寸
九
分

六
九

○

　

　

23

〃

光
琳
筆
金
地
盛
上
極
彩
色
菊
花
二
枚
折
屏

風　

半
双
溝
口
家
旧
蔵　

裏
光
琳
筆
銀
地

紅
葉

一
二
六

○

二
万

　

24

〃

菊
屋
大
海　

溝
口
家
旧
蔵

一
四
〇

○

三
千
三
百
三
十
六
　

25

〃

染
付
茶
碗　

銘
腰
あ
ら
れ　

白
酔
庵
箱　

溝
口
家
旧
蔵

一
五
五

○

　

　

26

〃

蕎
麦
茶
碗　

銘
む
さ
し
の　

溝
口
家
旧
蔵

一
六
六

○

　

　

27

〃

清
巌
自
造
茶
碗　

溝
口
家
旧
蔵

一
七
二

○

　

　

28

〃

黒
鶴
羽
箒　

大
膳
政
之
箱
書　

溝
口
家
旧
蔵

二
三
六

○

　

　

29

〃

霜
降
鴻
羽
箒　

宗
中
箱
書　

溝
口
家
旧
蔵

二
三
七

○

　

　

30

〃

織
部
硯　

銘
秋
の
山　

蓋
石
州
筆　

溝
口

家
旧
蔵

二
五
六

○

二
千
九
百

﹃
秀
粋
﹄
に
は﹁
青
織
部
焼
硯
銘
秋

の
山
﹂と
し
て
所
載
。

31

〃

唐
物
象
牙
茶
器　

溝
口
家
旧
蔵

二
九
九

　

　

　

32

〃

伊
部
香
炉　

溝
口
家
旧
蔵

三
四
八

　

　

　

33

〃

備
前
白
雲
水
指　

宗
中
箱
書　

溝
口
家
旧
蔵

三
五
五

　

　

　

34

〃

時
代
鉄
象
眼
入
角
形
鐶　

徳
元
作　

溝
口

家
旧
蔵

三
八
八
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35

〃

青
磁
雲
龍
硯
屏　

溝
口
家
旧
蔵

四
三
二

　

　

　

36

〃

存
星
筆　

外
ニ
本　

象
牙
二
本　

計
五
本　

溝
口
家
旧
蔵

四
三
五

　

　

　

37

﹃
水
戸
徳
川
家
音
羽
護
国
寺
並

ニ
某
家
御
蔵
品
入
札
目
録
﹄

秀
吉
公　

か
な
文　

溝
口
家
伝
来　

竪
六

寸
×
巾
一
尺
四
寸

三
二

○

　

　

38

〃

和
漢
四
句　

松
花
堂
、
澤
庵
、
江
月
、
遠
州

了
意
了
音
外
題　

観
阿
箱　

溝
口
家
伝
来　

竪
九
寸
四
分
×
巾
一
尺
四
寸
二
分

三
八

○

千
百

　

39

〃

遠
州
公　

連
歌　

宗
中
公
箱　

溝
口
家
伝

来　

竪
八
寸
八
分
×
巾
一
尺
五
寸

四
三

○

　

　

40

〃

利
休
茶
杓　

筒
石
州
作
直
シ　

溝
口
家
伝
来

一
三
九

○

　

﹃
茶
杓
図
譜
﹄所
載
。

41

〃

絵
瀬
戸
柿
香
合　

篷
露
箱　

溝
口
家
伝
来

一
九
六

○

　

　

42

〃

鎮
信
公
共
筒
茶
杓　

銘
清
風　

溝
口
家
伝
来

二
〇
六

○

　

﹃
茶
杓
図
譜
﹄所
載
。

43

〃

伊
賀
捨
石
香
合　

溝
口
家
伝
来

二
〇
八

○

　

　

44

〃

織
部
筋
花
入　

観
阿
箱　

溝
口
家
伝
来

二
四
四

○

　

　

45

〃

伊
部
こ
ぼ
し　

溝
口
家
伝
来

二
五
三

○

　

　

46

〃

古
銅
人
物
筆
架　

溝
口
家
伝
来

二
六
七

○

　

　

47

〃

古
銅
二
閑
人
蓋
置　

溝
口
家
伝
来

二
六
八

○

　

　

48

〃

唐
物
黒
無
地
州
浜
形
小
卓　

溝
口
家
伝
来

三
〇
〇

○

千
六
百
二
十
九

　

49

〃

黒
地
富
士
蒔
絵
小
硯
箱　

溝
口
家
伝
来

三
〇
五

○

　

　

50

〃

香
木
一
箱　

雲
梨
子
地
箱
入　

溝
口
家
伝
来

三
〇
九

○

二
千
百
十

　

51

〃

青
磁
三
足
水
盤　

溝
口
家
伝
来

三
四
〇

○

　

　

52

〃

独
楽
中
次　

溝
口
家
伝
来

四
三
一

　

　

　

53

﹃
一
木
庵
高
橋
家
所
蔵
品
入
札
﹄
織
部
沓
茶
碗　

箱
書
付
織
部　

溝
口
家
伝
来

五
二

○

千
五
百
九
十
一

↓
３
の
織
部
沓
茶
碗
に
同
じ
。

(54)
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54

〃

佐
川
田
喜
六
共
筒
茶
杓　

銘
都
鳥

六
八

○

　

出
典﹃
茶
杓
図
譜
﹄。

55

〃

御
本
兎
耳
香
炉　

白
酔
庵
所
持　

溝
口
家

伝
来

七
七

○

千
三
百
九
十

　

56

〃

時
代　

桑
柄
灰
匙　

箱
書
付
白
酔
庵　

溝

口
家
伝
来

一
二
三

○

　

　

57

〃

独
楽
菓
子
盆　

箱
書
付
遠
州　

溝
口
家
伝
来

一
三
一

○

二
千
八
百
十

　

58

﹃
内
田
家
某
家
所
蔵
品
入
札
』
古
銅
桃
底
花
入　

紹
鷗
所
持　

朱
四
万
盆
添

一
一
三

○

三
百

﹃
茶
器
中
の
金
物
類
﹄
に
は﹁
紹
鷗

桃
底
花
入　

伯
爵　

溝
口
直
正
蔵
﹂

と
あ
る
。

59

〃

青
鷺
掛
羽
箒　

宗
甫
箱

一
三
一

○

千
二
百
九
十

【
表
３
】　
溝
口
家
が
古
美
術
展
覧
会
に
出
品
し
た
作
品　
（
明
治
三
六
年
三
月
一
五
日
～
七
月
一
二
日
、
於
京
都
市
美
術
館
）

席
名

作
品
名

作
者

歌
会
飾

三
重
歌
画
箪
笥　

真
柴
垣
蒔
絵

抹
茶
席
飾

大
燈
国
師
墨
蹟　

物
我
両
忘

︵
紹
鴎
好
四
畳
半
茶
室
︶

香
炉　

青
磁
七
層
塔

盆　

曲
輪

真
台
子

風
炉
釜　

唐
物
切
合　

道
也
作

水
指　

染
付
手
桶
形

杓
立　

唐
銅

火
箸　

砂
張
象
眼

建
水　

南
蛮
素
焼

蓋
置　

古
銅
二
閑
人
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茶
器　

古
瀬
戸　

銘
蛍

茶
碗　

瀬
戸
天
目　

台　

唐
物
朱
塗

茶
匙　

小
堀
遠
州
侯
共
筒　

銘
ひ
と
つ
松

香
合　

堆
朱
柳
蔭
洗
馬
図
彫

炭
斗　

木
地
乱
箱　

乾
山
草
花
絵

羽
箒　

青
鸞

菓
子
器　

小
松
橋
蒔
絵
足
付
縁
高

同

雪
舟
筆　

枯
木
八
歌
鳥
図

︵
第
二
陳
列
三
畳
茶
室
︶

花
入　

小
堀
宗
甫
侯
造
一
重
切　

金
銘
あ
ま
の　

箱
書
同
筆

釜　

天
明
作
廣
口

香
合　

交
趾
黄
鹿　

遠
州
侯
箱
書
付

炭
斗　

時
代
南
部
籠

火
箸　

桑
柄
銀
嵌　

片
桐
石
州
侯
所
持

灰
器　

備
前
火
襷

水
指　

南
蛮　

銘
白
雲　

小
堀
宗
甫
侯
箱
書
付

茶
器　

余
三
作
在
銘　

黒
中
棗　

松
平
康
仁
侯
箱
書
付

茶
碗　

大
阪
井
戸　

小
堀
宗
友
箱
書
付

茶
匙　

利
休
作　

筒　

宗
旦
書
付

建
水　

古
瀬
戸
橋
姫
手

菓
子
器　

は
し
か
彫

能
楽
器
飾

大
飛
出

三
光
作

黒
髭

徳
若
作

大
悪
尉

福
来
作
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景
清

日
永
作

孫
四
郎

友
永
作

般
若

小
飛
出

徳
若
作

童
子

長
霊
癋
見

友
永
作

猩
々

鷹

春
若
作

弱
法
師

友
永
作

頼
政

寶
来
作

猿
飛
出

小
面

山
姥

中
将

井
関
作

姥増
髪

友
永
作

小
尉

小
牛
作

大
癋
見

福
来
作

翁

日
光
作

書
画
類

大
燈
国
師
書
摸
本
︵
一
幅
︶

澤
庵
和
尚
筆

四
睡
図
︵
一
幅
︶

松
花
堂
筆

玉
寶
讃

彫
刻
物

能
楽
面　

六
十
七
個
ノ
内　

四
十
七
個
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髹
漆
蒔
絵
器
具
類

若
狭
塗
盆

青
貝
州
浜
卓

堆
黒
丸
盆

堆
朱
香
合

波
貝
画
蒔
絵
中
次

真
塗
長
板

金
属
器
類

古
銅
経
筒　

廣
治
銘

E
N

G
L

ISH
 SU

M
M

A
R

Y
A

n Investigation into the Sale of the M
izoguchi C

ollection D
uring the 

M
eiji Period:B

ased on Tsurezure-no-tom
o and U

ritate A
uction C

atalogues
M

IYATA
K

E
 Yoshiyuki

In the Edo period, the M
izoguchi H

ouse governed the Shibata-N
iigata 

district. In M
eiji 37, item

s from
 the M

izoguchi H
ouse w

ere sold off. H
ow

-
ever, very few

 records from
 those days rem

ain. A
 w

riter discovered Tsure-
zure-no-tom

o, w
hich is a docum

ent articling the sale of item
s in the M

eiji 
Era. Tsurezure-no-tom

o w
as w

ritten by G
insho-an, K

itaro M
atsuyam

a. In a 
part for a m

ain subject, the background out of w
hich the tool of M

izoguchi 
house flow

s Tsurezure-no-tom
o into reference is discussed.

K
ey W

ords:N
aom

asa M
izoguchi, Shibata-han, Tsure-zure-no-tom

o, Soan 
Takahashi, U

ritate
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